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対象
者

回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和4年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和4年度目
標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和5年度目標値 方向性
令和5年度の

課題と方向（120字程度）
廃止・休止の場合はその理由

NO 施策名 No 基本施策

1

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

001 子ども
たちが
体験で
きる機
会の充
実

3-1 全ての子どもが健やか
に育つ地域づくり

自然体験・
自然観察
会

自然体験・自然観察の機会
を提供し、市民の自然を大
切にする気持ちを育む。

本市の特長でもある豊かな自然
を活かし、市民を対象とした自
然観察会を行う。

どな
たでも

4 70名
(ホタル：
16名、秋：
19名、
星空：28
名、冬：7
名)

共催 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点及び
参加者の安全のため、人数を制限・規模を縮小し
実施をした。当日、直前のキャンセルが多く想定
より参加者が下回ったが、目標は達成した。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・

利
用
件
数
等

65名 70名 A 90名 取組の
継続

今後は定員を令和元年度（2019
年度）以前に戻し、引き続き市民
に身近な自然と触れ合う機会を
提供する。

30 30 30 学習支援課

2

講
座
・
教
室

青
少
年
育
成
・
体
験
活

動

001 子ども
たちが
体験で
きる機
会の充
実

3-1 全ての子どもが健やか
に育つ地域づくり

出張体験
講座

市内小学校に講師を派遣し
て、子どもたちに多様な体
験型講座を実施する。

市内小学校に講師を派遣して、
子どもたちに多様な体験型講座
を実施する。

子ど
も

19 897 委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

昨年度は、２１講座を用意した中でも新型コロナ
の影響で計５回の実施に留まったが、令和４年度
は、講座を２８種類に増加させるとともに開催回
数は19回と、大幅に拡大することができた。

事
業
の
再
構
築
・
充

実
・
拡
大
等

20回
（より多くの子
どもたちが、多
様な体験を行
える機会を充
実させる。）

19回
（子どもたち
が、多様な体
験を行える機
会を大幅に充
実させた。）

A 15回
（子どもたちが、
多様な体験を行え
る機会の維持）

取組の
継続

令和4年度に子どもが多様な体験
経験をできることを目的とした別
事業を創設したため、本事業の実
施回数目標は15回とし、当課で
行う体験経験の機会の拡充を目
指した事業全体での回数の増を
目指す。

6,866 1,108 2,282 放課後児童
支援課
（ＮＰＯ法人
八王子生涯
学習コ―
ディネ―タ
―会）

3

講
座
・
教
室

子
育
て

001 子ども
たちが
体験で
きる機
会の充
実

3-1 全ての子どもが健やか
に育つ地域づくり

赤ちゃんふ
れあい事業

八南助産師会によるいのち
の講義や妊婦ジャケット等
を使用した体験、妊婦や乳
幼児親子と直接ふれあう体
験をとおして、次代を担う
思春期の中学生が、命の大
切さや妊娠・出産に関する
知識を学び、豊かな人間性
を育む。

市内の中学校と地域の関連機
関が連携して、中学生が乳幼児
や妊婦とふれあう機会を提供
し、命の大切さを再認識すると
ともに、自尊感情を育む。

子ど
も

35 35校 委託 変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、実
会場での妊婦や乳幼児親子の参加は見合わせ、
交流を希望する全校でオンラインを活用した妊婦
や乳幼児親子との交流を実施した。

事
業
の
再
構
築
・
充
実
・
拡
大
等

すべての公立
中学校（38校）
での実施

公立中学校
35校

B すべての公立中学
校（38校）での実
施

取組の
継続

流行性疾患の市内感染状況を見
て、実会場でのふれあい交流の再
開

3,273 2,779 3,749 子どものし
あわせ課
（八南助産
師会）

4

イ
ベ
ン
ト
等

青
少
年
育
成
・
体
験
活
動

001 子ども
たちが
体験で
きる機
会の充
実

3-1 全ての子どもが健やか
に育つ地域づくり

子ども体験
塾「トイ・ト
イ　オ―ケ
ストラ！」

子どもたちに、身近な場所
で優れた文化や芸術を鑑賞
する感動体験を提供し、音
楽への興味と豊かな感性を
育む。

オ―ケストラを実際に鑑賞する
機会の少ない子どもたちに、迫
力ある生の演奏を体感する機会
を提供し、音楽への興味と豊か
な感性を育む。

親子・
保護
者

1 1,360 実行委員
会

通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

感染症対策を講じながら内容・方法を工夫し、前
回実施できなかった楽器体験を実施。さらにス
タッフ体験を新たに取り入れるなど、体験機会の
充実にも取り組んだ。

参
加
者
の
満
足
度

アンケ―トで5
段階評価を行
い、「大変良
かった」または
「良かった」の
合計割合を、
80%以上

「大変良かっ
た」または「良
かった」の合計
割合は98％
であった。

A アンケ―トで5段
階評価を行い、
「大変良かった」ま
たは「良かった」の
合計割合を、
80%以上

取組の
継続

オ―ケストラと共演する学校を募
集する際の学校への周知

0 0 0 子どものし
あわせ課
（学園都市
文化ふれあ
い財団）

5

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

001 子ども
たちが
体験で
きる機
会の充
実

6-1 一人ひとりが考え、とも
に守る環境

八王子浅
川水辺の
楽校

生きものの採集やボートで
の川遊びなどの体験活動を
通じて、環境教育の充実を
図るとともに、環境を大切
にする心と行動力を育て
る。

・ウグイ・アユの放流
・八王子浅川ガサガサ探検隊
・水辺のかんきょう教室
・浅川河川清掃＆野鳥観察

子ど
も

7 584 実行委員
会

通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

令和３年度に比べて多くのイベントを実施するこ
とができ、多くの方に参加していただいた。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・

利
用
件
数
等

1つでも多くの
イベントを行
い、多くの方に
参加いただく。

令和４年度参加
者数
実施回数
584人
7回

令和3年度参加
者数
実施回数
267人
4回

A 参加者数
680人

取組の
継続

課題
・スタッフの高齢化
・コロナが終息してない中での活
動内容について

より多くの方に参加いただけるよ
うに、活動内容の充実を図る。

250 239 250 水環境整備
課（八王子
浅川水辺の
楽校運営協
議会）

6

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

八王子「宇
宙の学校」

小学校低学年の子と親の絆
を強め、地域が協力して子
どもを育む仕組みづくりを
行う。
宇宙に関連する様々な素
材・身近な教材を活用し、子
どもたちの心にある好奇
心、冒険心、匠の心を育成す
る。

小学校１年生から３年生を対象
に、実験工作に取り組むスクー
リングと家庭学習を組み合わせ
た教育プログラムに基づき、子
供たちの心に「好奇心」「冒険
心」「匠の心」を育んでいくこと
を目的に宇宙教育を行う。ま
た、事業は、市民や学生ボラン
ティア等との協働により進めて
いる。

子ど
も

6 104 実行委員
会

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

令和3年度は全面中止。
令和4年度は、回数・人数を制限し、消毒などの
感染症拡大防止対策を徹底し実施した。

参
加
者
の
満
足
度

アンケ―ト集計
結果における
満足度
90%以上

アンケ―ト集
計結果におけ

る満足度
97%

A アンケ―ト集計結
果における満足度
90%以上

取組の
継続

安全で安心な感染症拡大防止対
策を図りながら、令和4年度より
回数・人数を拡大し、実施する予
定。

700 500 1,000 こども科学
館
（宇宙の学
校実行委員
会）

7

講
座
・
教
室

青
少
年
育
成
・
体

験
活
動

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

3-2 未来をひらく子どもを
育てる教育

青少年講
座

子どもたちに社会体験、職
業体験、伝統文化体験をは
じめとする多様な体験学習
の場を提供し、自発的・主体
的な青少年を育成する。

子どもたちに社会体験、職業体
験、伝統文化体験をはじめとす
る多様な体験学習の場を提供
し、自発的・主体的な学習活動
の基礎をつくる。

子ど
も

22 247 市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

定員制限等の感染対策を講じた上で3館合計22
講座を開催し、247名が参加した。
（参考：令和3年度は16講座、262名参加）

参
加
者
の
満
足
度

満足度90%以
上

アンケートで
「大変満足」
「満足」と答え
た割合
97.3%

A 満足度90%以上 取組の
継続

講座を実施し、子どもたちに多様
な体験学習の場を提供していく。

588 348 588 学習支援課

8

講
座
・
教
室

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

ジュニア育
成事業

トップアスリ―トが直接指導
する各種スポ―ツ教室を開催
し、子どもたちの競技力の向
上と、スポーツ人材の育成を
図る。

トップアスリ―トが直接指導す
る各種スポ―ツ教室を開催し、
子どもたちの競技力と意識の向
上を図る。

― ― ― ― ― ― 指定管理者、大学等民間事業者がジュニア育成
事業を積極的に展開しているため、実施せず。

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 実施 ― 評
価
な
し

― 廃止・休
止

指定管理者、大学等民間事業者が
ジュニア育成事業を積極的に展開
しているため。

0 0 0 スポーツ振
興課

E

未来デザイン2040
都市像・
基本施策

事業名 事業目的

令和
5年度
予算

(千円)

令和
4年度
予算

(千円)

令和
4年度
決算

(千円)

D

番
号

新
規

種
類

分
野

生涯学習プラ
ン具体的な施

策

令和5年度
担当課

(実施主体）
事業内容

令和4年度　実績 令和4年度の目標および評価 令和5年度　目標設定
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対象
者

回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和4年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和4年度目
標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和5年度目標値 方向性
令和5年度の

課題と方向（120字程度）
廃止・休止の場合はその理由

NO 施策名 No 基本施策

E

未来デザイン2040
都市像・
基本施策

事業名 事業目的

令和
5年度
予算

(千円)

令和
4年度
予算

(千円)

令和
4年度
決算

(千円)

D

番
号

新
規

種
類

分
野

生涯学習プラ
ン具体的な施

策

令和5年度
担当課

(実施主体）
事業内容

令和4年度　実績 令和4年度の目標および評価 令和5年度　目標設定

9

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

夏休み子ど
もいちょう
塾

大学コンソ―シアム八王子
加盟校の先生たちが、その
大学・学部等の特色を活か
して、子どもたちに夏休み
の特別教室を開講する。

大学コンソ―シアム八王子加盟
校の先生たちが、その大学・学
部等の特色を活かして、子ども
たちに夏休みの特別教室を開
講する。

子ど
も

1 374 補助 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

市内小学校4～6年生全児童にパンフを配布し
た。また、昨年度に引き続き、修了証を発行した。
消毒、マスク着用は必須としたが、前年度は禁止
した保護者の入室は許可した。

普
及
・
啓
発
等

アンケ―ト調査
により、高等教
育機関への理
解が深まった
70％以上

大学等への印
象が良くなっ
たと回答した
児童は97%、
保護者は
77％

A 参加児童数の増
(令和4年度：
374人）

取組の
継続

イベントへの参加を通じて、高等
教育機関への理解を深めること
で、引き続き学園都市八王子の実
現を目指す。

1,716 1,420 1,912 学園都市文
化課（ふれあ
い財団・大
学コンソ―
シアム八王
子）

10

講
座
・
教
室

青
少
年
育
成
・
体
験
活

動

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

3-1 全ての子どもが健やか
に育つ地域づくり

謎解き！脱
出ゲ―ム

子ども向けグル―プワ―ク
プログラムとして、提示され
た課題をグル―プで話し合
い協力しながら解決するこ
とで協調性等を育む。

子ども向けグル―プワ―クプロ
グラムとして、提示された課題
をグル―プで話し合い協力しな
がら解決することで協調性等を
育む。

子ど
も

7 92 市単独 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

昨年度は新型コロナの感染防止に配慮し、小規
模に1回開催した。令和４年度は、感染者が減っ
た時期に児童館3館がそれぞれの施設で企画し
て実施した。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

1回開催 7回開催 A 未定 改善・見
直しの
実施

令和5年度は、児童館が子ども・
子育てに関する課題に対し、新た
な体制を組み、新たな取組を開始
する年度となるため、本件につい
ては実施の有無を含め、未定であ
る。

0 0 0 青少年若者
課（児童館）

11

講
座
・
教
室

青
少
年
育
成
・
体
験
活
動

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

3-1 全ての子どもが健やか
に育つ地域づくり

学校等への
車いす等体
験学習

高齢者や障害者への理解を
深め、福祉のまちづくりを
行う。

児童・生徒を中心に、福祉講話・
車いす体験・高齢者疑似体験・
点字体験・アイマスク体験を実施
する。

子ど
も

75 5,686 補助 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

車いす体験、高齢者疑似体験では、用具の貸し出
しを行い、教員が説明できるようマニュアルを配
付した。障害当事者による講話、点字体験では講
師の派遣を行った。アイマスクについては消毒維
持管理が難しいため、貸出中止とした。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利

用
件
数
等

対応件数　60
件
参加者数
4,000人

実施件数
75件
参加者数
5,686人

A 対応件数　80件
参加者数
6,000人

取組の
継続

学校からの予約が2学期以降に
集中するため、調整が困難な場合
にはお断りする可能性もある。事
業内容、実施方法を含め再検討を
行う。

127 127 250 社会福祉協
議会市民力
支援課

12

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

3-2 未来をひらく子どもを
育てる教育

夏休み体験
ボランティ
ア活動

夏休み期間を利用して、若
年層のボランティアへの参
加を促し、福祉に対する理
解を深めてもらう。

中学生から青年など若年層を対
象に夏休み期間を利用して、高
齢者施設・障害者施設・保育園
等の協力のもと、ボランティア
活動を体験することで、住民主
体での福祉のまちづくりを行
う。

若者 1 53 補助 変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

コロナ禍でも実施できるように、対面活動および
非接触活動を選択できるようにした。また、メ
ニュー数を増やして実施した。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

50人 53人 A 50人 取組の
継続

福祉施設の協力をいただきなが
ら、対面活動を中心に実施。また、
単発の活動メニューも継続して実
施する。

127 28 133 社会福祉協
議会市民力
支援課

13

イ
ベ
ン
ト
等

青
少
年
育
成
・
体
験
活
動

003 青少年
の海外
交流・
都市間
交流の
実施

3-2 未来をひらく子どもを
育てる教育

青少年海
外交流

海外の青少年と交流し、国
際理解を深め、異文化・外国
語でのコミュニケ―ション体
験により国際的視野を持っ
た青少年を育成する。

海外の青少年と交流し、国際理
解を深め、異文化・外国語での
コミュニケ―ション体験により
国際的視野を持った青少年を育
成する。

市内
在住
の中
学生

1 12 市単独 変
更
し
て
実
施

オ
ン
ラ
イ
ン
実
施

事前研修で現地視察を実施した。また、交流会の
最後にティータイムを設け、お互いに送り合った
お茶とお菓子を試食した。文化を直接体験するこ
とで、実感を持って理解し、それを相手に伝える
ことを学んだ。

参
加
者
の
満
足
度

参加者アンケ
―トの項目に
おける『このよ
うな交流会に
また参加した
いか』の設問に
"はい"と回答
した参加者の
割合が80%以
上

アンケ―トで
「交流会に参
加してよかっ
た」と答えた割
合が100%

A 参加者アンケ―ト
の項目における
『参加前後で、海
外や外国語への
興味・関心が向上
したかどうか』の
設問に"はい"と回
答した参加者の割
合が80%以上

取組の
継続

コロナ禍によりオンライン交流に
なっていたが、令和5年度は現地
派遣を実施する。社会情勢を把握
して、安全安心な渡航が実現する
よう準備し、かつ直接交流する意
義を充分に引き出すよう計画す
る。

5,730 28 6,407 学習支援課

14

イ
ベ
ン
ト
等

青
少
年
育
成
・
体
験
活
動

003 青少年
の海外
交流・
都市間
交流の
実施

3-4 未来につながる文化の
継承と創造

北海道白
糠町小学
生交流事
業

本市と歴史的なゆかりのあ
る北海道白糠町の小学生と
交流し、互いの地の歴史や
文化を学ぶとともに、友情
を育み、親善を深め、相手を
思いやる心を醸成する。

本市と歴史的なゆかりのある北
海道白糠町の小学生と交流し、
互いの地の歴史や文化を学ぶ
とともに、友情を育み、親善を
深め、相手を思いやる心を醸成
する。

― ― ― ― 全
面
中
止
・
延
期

― 令和4年度は北海道白糠町の小学生を八王子市
に招き、本市の小学生と交流予定であったが、新
型コロナウイルス感染症の流行拡大により、宿泊
を伴う交流事業は中止とした。

参
加
者
の
満
足
度

参加者アンケ
―トにおける
『交流事業に参
加してよかっ
たか』の設問に
対して"よかっ
た"または"と
てもよかった"
と回答した参
加者の割合が
100％

― 評
価
な
し

参加者アンケ―ト
における『交流事
業に参加してよ
かったか』の設問
に対して"よかっ
た"または"とても
よかった"と回答
した参加者の割合
が100％

取組の
継続

令和5年度は八王子市の小学生
が北海道白糠町を訪問予定であ
る。感染症対策を徹底したうえ
で、本市と白糠町の歴史や文化の
学習・体験を通じて友情や郷土を
愛する心を育む。

1,035 136 2,376 文化財課

15

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

004 人生を
豊かに
する多
様な講
座の提
供

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

市民自由
講座

歴史、文学、健康等、多種多
様な分野の講座を市民団
体・大学・企業などと連携し
て実施し、市民の生涯学習
活動のきっかけを提供す
る。

歴史、文学、健康等、多種多様な
分野の講座を市民団体・大学・
企業などと連携して実施し、市
民の生涯学習活動のきっかけづ
くりとする。

どな
たでも

118 3,201 市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

定員制限等の感染対策を講じた上で3館合計
118講座を開催し、3,201名が参加した。
（参考：令和3年度は103講座、2,822名参加）

参
加
者
の
満
足
度

満足度80%以
上

アンケートで
「大変満足」
「満足」と答え
た割合85%

A 満足度80%以上 取組の
継続

講座を実施し、市民の生涯学習活
動のきっかけづくりとする。

2,221 1,893 2,063 学習支援課

16

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

004 人生を
豊かに
する多
様な講
座の提
供

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

八王子学
園都市大
学（いちょ
う塾）

市民が意欲をもって学ぶこ
とができる場を提供する。
大学等の高度で専門的な学
習機会を継続的に提供し、
市民の生きがいづくりやま
ちの活性化に貢献すること
を目指す。

大学等の高度で専門的な学習
機会を継続的に提供し、市民の
生きがいづくりやまちの活性化
に貢献することを目指す。

成年 180 3,607 委託 通
常
通
り
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

コロナの感染対策を行いながら講座定員数を通
常時の5～7割程度にして開催。講師の体調不良
で1講座中止。
公開講座については、年間16講座開催。16講座
中6講座はオンデマンド配信も行い、内1講座は
リアルタイム配信も行った。

参
加
者
の
満
足
度

95％以上 前期一般講座
92.2％
後期一般講座
95.8%

B 95%以上 取組の
継続

一般講座、公開講座合わせて年間
300講座を目標に開催する。そ
の内8講座はオンライン配信も実
施する。また、リカレント講座も実
施する。

61,895 55,836 57,050 学園都市文
化課（(公
財)学園都
市文化ふれ
あい財団））
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対象
者

回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和4年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和4年度目
標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和5年度目標値 方向性
令和5年度の

課題と方向（120字程度）
廃止・休止の場合はその理由

NO 施策名 No 基本施策

E

未来デザイン2040
都市像・
基本施策

事業名 事業目的

令和
5年度
予算

(千円)

令和
4年度
予算

(千円)

令和
4年度
決算

(千円)

D

番
号

新
規

種
類

分
野

生涯学習プラ
ン具体的な施

策

令和5年度
担当課

(実施主体）
事業内容

令和4年度　実績 令和4年度の目標および評価 令和5年度　目標設定

17

講
座
・
教
室

家
庭
生
活

004 人生を
豊かに
する多
様な講
座の提
供

2-1 誰もが心豊かに暮らせ
る市民生活の推進

消費生活
講座・講演
会

消費者の自立を支援するた
め消費生活に関する学習の
機会を提供する。

自立し、自ら行動する消費者市
民を育むため、各種消費生活講
座・講演会等を開催し、消費者
への啓発を図る。

どな
たでも

①都共催
講座1（共
催・対面）
②月間講
演会1（共
催・対面、
オンライ

ン）
③消費生
活講座2
（市単独・

対面）

①24
②26
③50

共催 変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

講座開催にあたっては、コロナウイルス感染症防
止の観点から、募集人数を減らして開催した。

参
加
者
の
満
足
度

参加者の90％
以上が高評価

参加者へのア
ンケ―ト調査
より
①95％
②89％
③85％

B 参加者の90％以
上が高評価

取組の
継続

【課題】
多くの市民に消費生活について
の情報を伝え、消費者被害防止に
つなげるかや消費者市民を育む
ための情報の提供をいかにする
か。

【方向】
消費者被害防止のための内容の
講座や、自らの消費行動が与える
地球環境への影響などの興味や
関心を深めるための講座を実施
する。

100 6 66 消費生活セ
ンタ―

18

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

005 郷土の
歴史や
文化財
に親し
む

3-4 未来につながる文化の
継承と創造

郷土資料
館講座・体
験学習

郷土の歴史や文化への関心
を高めると共に理解を深め
る。

郷土の歴史や文化財への関心
を高めるような講座及び体験学
習を実施する。

どな
たでも

6 196 市単独 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

講座については、企画展「戦時下の生活」の関連
講座として「八王子空襲の体験談を聞く」「戦争体
験を聞く」の２講座を実施した。出張講座は郷土
史研究グループ等を対象に４件実施した。
体験学習については、新型コロナウイルス感染症
の拡大状況等に鑑み、昨年度に引き続き実施を
見送った。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用

件
数
等

参加者125人
以上

196人 A 参加者125人以
上

取組の
継続

講座について、郷土の歴史や文化
財への関心を高められるよう、企
画展に関連付けるなど興味を引
ける方法で、引き続き実施する。
体験学習については、感染防止対
策を講じた上で実施する。

18 0 12 文化財課
（郷土資料
館）

19

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

005 郷土の
歴史や
文化財
に親し
む

3-4 未来につながる文化の
継承と創造

文化財見て
歩き

郷土の歴史や文化に親し
み、理解を深めるため、地域
の文化財を市民に紹介しな
がら巡る。

郷土の歴史や文化に親しみ、理
解を深めるため、地域の文化財
を市民に紹介しながら巡る。

どな
たでも

1 49 市単独 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルス感染症の影響により、回数や
定員を調整し開催した。

参
加
者
の
満
足
度

参加者の7割
以上が「満足」
と回答

参加者の9割
以上が「大変
満足」「「満足」
と回答

A 参加者の7割以上
が「満足」と回答

取組の
継続

感染症対策を継続し、市民が本市
の歴史文化や身近な地域につい
て学び、郷土に対する愛着と理解
を深める機会を提供する。

6 2 5 文化財課

20

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

005 郷土の
歴史や
文化財
に親し
む

3-4 未来につながる文化の
継承と創造

八王子車
人形と民俗
芸能の公
演

八王子車人形や説経節（説
経浄瑠璃）・獅子舞・木遣な
どの公演を通して、市固有
の伝統芸能への興味を深め
るとともに、伝統芸能の継
承について理解と関心を高
める。

八王子車人形や説経節（説経浄
瑠璃）・獅子舞・木遣などの公演
を通して、市固有の伝統芸能へ
の興味を深めるとともに、伝統
芸能の継承について理解と関
心を高める。

どな
たでも

1 583 委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

座席の間引きによる密の回避や検温・手指消毒
の協力依頼など感染症対策を徹底したうえで、3
年ぶりに開催した。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

参加者500人 583人 A 参加者500人 取組の
継続

公演を通して、市固有の伝統芸能
への興味を深めるとともに、伝統
芸能の継承について理解と関心
を高めるため、取組を継続してい
く。

1,589 1,589 1,582 文化財課

21

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

006 文化芸
術に触
れる

3-4 未来につながる文化の
継承と創造

八王子市
民文化祭

市民による文化活動の発表
と市民への鑑賞の機会を提
供し、市民文化の振興を図
る。

市民による文化芸術活動の発
表及び市民への鑑賞の機会を
提供することにより、市民文化
の振興を図る。

どな
たでも

24 参加者
1,668

来場者数
9,665

共催 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

引き続きコロナ禍での開催となったが、昨年開催
した実績から参加者数及び来場者は増加した。
既存の周知方法に加えて、HPやWEBメディアへ
掲載するなど新たな周知方法を取り入れること
で、市民による文化活動の発表と市民への鑑賞
の機会を提供し、市民文化の振興を図ることが
できている。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用
件
数

等 参加者・来場者
数の増（令和3
年度：参加者
1,012人、来
場者数6,942
人）

参加者
1,668人
来場者数
9,665人

A 参加者・来場者数
の増(令和4年度：
参加者1,668人、
来場者数9,665
人）

取組の
継続

参加者、来場者数は増加傾向に転
じたものの、まだコロナ禍前の実
績には及ばない。
引き続き、SNS等を活用して広
い世代に向けて周知することで、
市民による文化活動の発表と市
民への鑑賞の機会を提供し、市民
文化の振興を図っていきたい。

6,070 5,891 6,010 学園都市文
化課

22

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

006 文化芸
術に触
れる

3-4 未来につながる文化の
継承と創造

八王子コ
ミュニティ
オペラ

・市民に身近な場所で、質の
高い優れた芸術や文化を鑑
賞・参加体験する機会を提
供する。
・プロやセミプロを目指す若
手演奏家を育成するため、
オーディションを実施し、若
手演奏家に実演の機会を提
供する。

市民に身近な場所でオペラ合唱
を学ぶ機会を提供し、文化芸術
への市民参加の普及を促進す
る。

どな
たでも

1 418 補助 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

令和2年度から3年度は新型コロナウイルスの影
響で中止。財団20周年記念事業の一環として、
これまでの公演を振り返りつつ、令和5年度から
の活動再始動に向けた内容を盛り込み、トークコ
ンサートを行った。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・

利
用
件
数
等

入場率70％以
上を目標とす
る。

52%

４１８
/802人

B 参加者
200名
(10回)

改善・見
直しの
実施

令和2年度から4年度まで休止し
てきた市民向けワークショップを
再開し、令和７年度上半期に予定
する本公演に向けて機運を高め
ていく。

998 1,729 3,659 学園都市文
化課（ふれあ
い財団・芸
術文化振興
課）

23
そ
の
他

子
育
て

007 読書の
まち八
王子の
推進

3-1 全ての子どもが健やか
に育つ地域づくり

乳幼児の
読書活動
支援

乳幼児から読書にふれる機
会を提供することにより、読
書習慣の啓発を図る。

ブックスタ―ト事業やおはなし
会、それに伴う出張型利用者登
録など、発達段階に応じた切れ
目ない読書活動支援により、図
書館の利用を促進し、乳幼児の
読書習慣の形成を図る。

乳幼
児

【ブックス
タート】

72
【おはなし

会】
134

【ブックス
タート】
2,772

【出張型利
用者登録

数】1,117
【おはなし

会】
1,549

市単独 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

【ブックスタート】感染症拡大を受け、対面での読
み聞かせを中止し、絵本などのセット配布のみを
実施した。
【出張型利用者登録】全保健福祉センターに拡大
し積極的に利用促進を図った。
【おはなし会】図書館主催、協力団体との共催の２
種類を実施し、受付時に連絡先を確認するなど、
感染症への対策も行いながら開催した。

そ
の
他

【ブックスタ―
トの参加者数】
2,819人
【出張型利用者
登録数】
1,313人
【おはなし会】
934人

【ブックスタ―
トの参加者数】
2,772人
【出張型利用
者登録数】
1,117人
【おはなし会】
1,549人

B 【ブックスタートの
参加者数】2,647
人
【出張型利用者登
録数】
1,117人
【おはなし会参加
者数】1.549人

取組の
継続

【ブックスタート】令和６年度の対
面読み聞かせ再開に向けて、ボラ
ンティアの確保、研修等を行う。
【出張型利用登録】
引き続き行うことで、図書館利用
の拡大を図る。
【おはなし会】新型コロナウイルス
への対応が５月以降に変更された
場合は、感染防止を意識したうえ
で、賑やかな会を再開していく。

2,885 2,641 2,302 図書館課

24

イ
ベ
ン
ト
等

趣
味
的
な
も
の

007 読書の
まち八
王子の
推進

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

本のPOP
コンテスト
（R2までは
「読書感想
画・読書感
想文コンク
―ル」を実
施）

POP作りを通して、より主
体的に読書体験を通じた感
動を表現し、豊かな人間性
を育むと共に、読書習慣の
習得・読書活動の振興を図
る。

子どもたちが読書に親しむこと
を目的に、市内在住の小学生～
大学生を対象に、本のPOPコン
テストを開催した。

若者 1 3,201 市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

昨年度の応募数より減少したが、昨年度よりも完
成度が高い作品が多く、厳選された作品が提出
され集まった印象を受けた。２回目の実施という
こともあり、学校や学校図書館司書等への説明
は昨年度よりスムーズにできた。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・

利
用
件
数
等

前年度
（4,122点）を
上回る応募作
品数

3,201 B 前年度(3,201
点）を上回る応募
作品数

取組の
継続

市GIGAスクール構想の開始を受
け、デジタルツールを用いて作成
した作品についても受付を行った
ところ、受賞に至った作品もあっ
たことから、作成意欲の向上や創
造力を発揮する機会を提供する
場として、今後も多様な媒体を受
け入れていく必要がある。

71 69 71 図書館課
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A Ｂ C F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z

対象
者

回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和4年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和4年度目
標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和5年度目標値 方向性
令和5年度の

課題と方向（120字程度）
廃止・休止の場合はその理由

NO 施策名 No 基本施策

E

未来デザイン2040
都市像・
基本施策

事業名 事業目的

令和
5年度
予算

(千円)

令和
4年度
予算

(千円)

令和
4年度
決算

(千円)

D

番
号

新
規

種
類

分
野

生涯学習プラ
ン具体的な施

策

令和5年度
担当課

(実施主体）
事業内容

令和4年度　実績 令和4年度の目標および評価 令和5年度　目標設定

25
そ
の
他

社
会
貢
献
活
動

007 読書の
まち八
王子の
推進

3-2 未来をひらく子どもを
育てる教育

地域の学
校との連携
活動

図書館業務を体験し、理解
していただくことにより、図
書館の魅力を伝えるととも
に利用についての普及啓発
を図る。

職場体験や選書体験等を通じた
図書館と子どもたち（小学生～
高校生）との交流を通して、子ど
もたちに図書館の機能や魅力を
伝えるとともに、図書館に対す
る意見等を聞くことで、子ども
たちの図書館ニ―ズを把握し、
子どもたちの図書館利用を促進
する取組等につなげる。

子ど
も

67 1,864 市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

コロナ前に近い状態で地域の学校の児童・生徒
の学齢に応じた見学や体験メニューを提供する
ことができた。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用
件
数
等

892人 1,893 A 参加者数
1,000人

取組の
継続

地域の小中学校との連携を強化
し、図書館の機能や魅力を伝え、
また児童や生徒の図書館ニーズ
を把握する機会として幅広く受け
入れる。また、職場としての図書
館で「働く」という視点も意識しメ
ニューに取り入れていく。

― ― ― 図書館課

26

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

007 読書の
まち八
王子の
推進

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

八王子千
人塾

高齢者が図書館を使った調
査法などを学ぶ講座で、交
流を図りながら興味を持ち
続けることで、生きがいづく
りを創出する。

中央図書館が毎年開催する60
歳以上の市民を対象とした生涯
学習支援事業。図書館の使い
方・資料検索方法・論文の書き
方等の講座を開催している。

シニア 1 11 共催 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

開催時期や定員を従来の形に戻したほか、講座
日数を1日増やし、内容の充実を図った。

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 修了者数
5名

11 A 講座修了者
10名

取組の
継続

講座修了者の自主グループであ
る「塾生の会」と連携しながら内
容の充実を図るとともに、修了後
も調べ学習を継続できる環境を
提供する。

― ― ― 図書館課

27
そ
の
他

教
養
的
な
も
の

007 読書の
まち八
王子の
推進

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

図書館おす
すめの
“ぶっく
ぱっく”

普段は手に取らない新たな
本との出会いを提供し、気
になるテーマの本について
市民の読書活動の質の向上
を図る。

普段は手に取らない新たな本と
の出会いを提供し、市民の読書
活動の質の向上を図るため、図
書館司書が選んだ本を３～５冊
にパック化し、お楽しみパックと
して貸し出す事業。

どな
たでも

通年実施 【全館合計
貸出冊数】
2,523冊

市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

館によっては季節限定でのパックの作成・貸出を
行うなど、飽きさせない工夫を行った館もあっ
た。

そ
の
他

【全館合計パッ
ク数】
1,212パック
【全館合計貸出
冊数】
3,134冊

【全館合計貸
出冊数】

2,523冊

B 【全館合計貸出冊
数】
2,523冊

取組の
継続

新型コロナウイルスの影響も落ち
着き、書架を自由に見て回れるこ
とが当たり前となって来たなか
で、あえて「ぶっくぱっく」を借り
る誘因をいかに作るか、イベント
性等を工夫していく。

― ― ― 図書館課

28

情
報
提
供
・
環
境
整
備

教
養
的
な
も
の

007 読書の
まち八
王子の
推進

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

新たな読書
空間“パ―
クライブラ
リ―”

コロナ禍において来館者が
減少している中、市民の身
近で安心・安全な読書環境
を整備するとともに、公園
において、本を通じた地域
のゆるやかなつながりを創
出する。

「新しい生活様式」における身近
な読書環境を整備するととも
に、読書の普及啓発や図書館情
報の効果的な発信を行い、地域
の情報拠点として地域コミュニ
ティの活性化に寄与するため、
公園を活用し、新たな読書空間
の創出やおはなし会等のイベン
トを実施する。

どな
たでも

南大沢：2
川口：2

南大沢：
650人
川口：
1,148人

市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

南大沢：春のパークライブラリーでは新たに小山
内裏公園で実施。（秋は前年と同様に長池公園で
実施）。内容については特に変更なし。川口：秋の
パークライブラリーは、コロナ感染が落ち着いた
１１月にやまゆり館まつりと同日、同会場で開催
のため、集客率が増えた。

事
業
の
再
構
築
・
充
実
・
拡
大

等 年2回の実施 南大沢：2回
川口：2回

A 年4回の実施 取組の
継続

地域と連携した事業として定着し
つつあり、コロナウイルス感染症
の感染状況によるが、継続して実
施する。
なお、令和5年度には新たに陵南
公園との連携により、中央図書館
が実施する。

― ― ― 図書館課

29
そ
の
他

教
養
的
な
も
の

007 読書の
まち八
王子の
推進

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

非来館型サ
―ビスの拡
充

新型コロナウイルス感染拡
大防止や、その他の理由に
より図書館に来館できなく
ても図書館サービスの提供
を受けられるよう普及啓発
を図る。

電子書籍・Ｗｅｂサ―ビスの拡充
や非来館型利用者登録の実施
により、図書館に来館せずに、
図書館利用者登録や読書がで
きる環境を整備し、「新しい生活
様式」における身近な読書環境
の整備を図る。

どな
たでも

― 【電子書籍
貸出数（令
和5年3月

時点）】
35,518
回【タイト
ル数（令和
5年3月時

点）】
15,769

点

市単独 通
常
通
り
実
施

オンライ
ン実施

これまでの電子書籍や電子雑誌、ナクソス
ミュージックライブラリなどのサービスを継続
して実施することに加え、新たに電子申請を用
いたオンラインリクエストの受付を開始し、非
来館型サービスの拡充に努めた。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用

件
数
等

前年度(貸出数
48,956回、タ
イトル数
15,997点）を
上回る利用状
況

【電子書籍貸
出数（令和5年

3月時点）】
35,518回【タ
イトル数（令和

5年3月時
点）】15,769

点

B 前年度（貸出数
35,518回、タイ
トル数15,769
点）を上回る利用
状況

取組の
継続

電子書籍や電子雑誌、ナクソス
ミュージックライブラリなどの
サービスを継続して実施すること
に加え、新たに電子申請を用いた
オンラインリクエストの受付非来
館型サービスの拡充に一層努め
ていく。

6,628 5,038 7,000 図書館課

30

講
座
・
教
室

健
康
・
ス

ポ
ー

ツ

008 スポー
ツ・レク
リエー
ション
に親し
む機会

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

ネオテニス
教室

八王子市発祥のニュ―スポ
―ツ「ネオテニス」の普及啓
発を図る。

親子参加型のスポ―ツの場を提
供し、八王子市発祥のニュ―ス
ポ―ツ「ネオテニス」の普及啓発
を図る。

小学
校3年
生以
上

1 31 市単独 通
常
通
り
実

施 対
面
実
施

3年ぶりに教室を実施し、延145人の方が参加し
た。

参
加
者
数
・

利
用
者
数
・

利
用
件
数
等

６０人 31 B 60 取組の
継続

新型コロナウイルス感染症の影響
で減少した参加者数を増やすた
め、周知方法等検討して実施す
る。

63 46 30 スポーツ振
興課

31

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ

008 スポー
ツ・レク
リエー
ション
に親し
む機会
の充実

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

ヘルシ―
ウォ―キン
グ

市内の名所や自然を感じる
施設を巡るウォ―キング大
会。本事業により、市民の体
力、健康増進意識の向上を
図る。

市内の名所や自然を感じる施設
を巡るウォ―キング大会。本事
業により、市民の体力、健康増
進意識の向上を図る。

どな
たでも

1 287 委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

一斉スタートからウエーブスタートに変更し、3年
ぶりに事業を実施した。

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 1,000人 287人 B 500人 取組の
継続

新型コロナウイルス感染症の影響
で減少した参加者数を増やすた
め、周知方法等検討して実施す
る。

525 455 570 スポーツ振
興課

32

講
座
・
教
室

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ

008 スポー
ツ・レク
リエー
ション
に親し
む機会
の充実

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

夏山登山
入門

スポ―ツ・レクリエ―ション
の普及と市民の体力向上を
図るため、市内の団体と協
働で登山に必要な知識を身
に付ける講習会を開催す
る。

スポ―ツ・レクリエ―ションの普
及と市民の体力向上を図るた
め、市内の団体と協働で登山に
必要な知識を身に付ける講習
会を開催する。

高校
生以
上

1 12 共催 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

講義回数を減らしたり、実技の場所を市外から市
内へ変更するなどして実施した。

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 50人 12 B 50人 取組の
継続

周知方法等を見直しつつ、引き続
き実施する。

0 0 0 スポーツ振
興課

33

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ

008 スポー
ツ・レク
リエー
ション
に親し
む機会
の充実

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

ふれあい運
動会

運動会をとおして、障害の
ある人もない人も共に楽し
み理解を深めあうことによ
り、ノーマライゼーションの
意識の普及を図る。

障害者や支援者・ボランティア
などが自主的に運動会を企画・
運営し、障害のある人とない人
との交流と障害に関する理解を
促進する。

― ― ― ― 全
面
中
止
・
延
期

― コロナ禍での安全な運営に課題が残ることから、
令和2、３年度同様、中止となった。

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 参加団体目標
40団体

― 評
価
な
し

参加団体目標
40団体

取組の
継続

コロナの状況を注視しながら、安
全な運動会の開催について模索
していく。

2,216
（内800千
円は市予
算）

0 2,216
（内800千
円は市予
算）

障害者福祉
課
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A Ｂ C F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z

対象
者

回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和4年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和4年度目
標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和5年度目標値 方向性
令和5年度の

課題と方向（120字程度）
廃止・休止の場合はその理由

NO 施策名 No 基本施策

E

未来デザイン2040
都市像・
基本施策

事業名 事業目的

令和
5年度
予算

(千円)

令和
4年度
予算

(千円)

令和
4年度
決算

(千円)

D

番
号

新
規

種
類

分
野

生涯学習プラ
ン具体的な施

策

令和5年度
担当課

(実施主体）
事業内容

令和4年度　実績 令和4年度の目標および評価 令和5年度　目標設定

34

情
報
提
供
・
環
境
整
備

仕
事
に
必
要
な
知
識
技
能

、

資
格
の
取
得

009 社会人
の学び
直しの
支援（リ
カレン
ト教育）

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

社会人の
学び直し情
報の提供

リカレント（学び直し）の推
進

社会人が学び直しをする際に必
要となる情報を、関連する所管
や機関、大学等と連携して集
め、提供する。

どな
たでも

― ― 市単独 通
常
通
り
実
施

― 市の実施する講座、学園都市大学いちょう塾の
講座、大学公開講座、都立高校の公開講座、放送
大学、職業能力開発センターの情報を発信した。
また、東京都が運営する「東京リカレントナビ」と
連携する等、アプリの普及のための取り組み取組
を行った。

普
及
・
啓
発
等

・アプリの継続
的かつ効果的
な運用。
・掲載する講座
内容の精査。

継続的にアプ
リを運用でき
た。

A ・アプリの継続的
かつ効果的な運
用。
・アプリの新規ダ
ウンロード数300
以上。

取組の
継続

・掲載している講座の大半が趣
味、教養系の講座等であり、「社会
人の学び直し」支援のためのアプ
リとしては掲載内容に乖離があ
る。
・今後のアプリの在り方について
検討する。
（いずれも令和4年度からの継続
課題）

396 396 396 学習支援課

35

講
座
・
教
室

仕
事
に
必
要
な

知
識
技
能

、
資

格
の
取
得

009 社会人
の学び
直しの
支援（リ
カレン
ト教育）

5-2 まちの活力を創出する
産業

本気の創
業塾

創業に必要な経営ノウハウ
等を学ぶ機会及び経営者と
しての覚悟、気づきを得る
機会を創出するとともに、
同じ志を持つ者のネット
ワーク構築を図る。

市と商工会議所が共同で運営
するサイバ―シルクロ―ド八王
子において、八王子で創業した
い人を対象に創業に必要な基
礎知識を学ぶ機会を提供する。

どな
たでも

6 17 共催 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

昨年度は新型コロナの影響により定員を１２名と
していたが、本年度は定員を２０名とし、対面で
の実施とした。

そ
の
他

受講生：25人
創業者：7人

受講生：１７名
創業者：3人

B 受講生：２５人
創業者：7人

取組の
継続

引き続き創業希望の市民等に創
業に必要な知識や、横のつながり
を生み出すための取組を継続す
る。

579 579 784 産業振興推
進課
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講
座
・
教
室

情
報
端
末
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
関
す
る
も
の

010 障害の
ある人
の生涯
にわた
る多様
な学び
の支援

2-2 誰もが生きがいを持ち
安心できる地域づくり

パソコン・
タブレット
教室

障害者の情報収集手段とし
てIT機器を有効活用ができ
るよう、障害別に有用なア
プリや使用方法について紹
介し、日常生活の向上を図
る。

障害者の情報収集手段として
IT機器を有効活用ができるよ
う、障害別に有用なアプリや使
用方法について紹介し、日常生
活の向上を図る。障害によって
会場まで行くことができない人
を対象に、訪問相談を実施す
る。

障害
者

94 1,195 指定管理
者

通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルスの感染拡大に落ち着きが見
られるようになり、それに伴いパソコン学習会の
参加者数増加、訪問相談の依頼が増えている。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・

利
用
件
数
等

参加者目標
1,000名

1,195名（目
標値に対する
参加割合
119%）

A 参加者目標
1,200人

取組の
継続

ICTの活用を必要としている障
害のある方たちへの、柔軟な対応
が求められている。その対応に求
められる人材の養成、確保

1,606 1,648 1,708 障害者福祉
課
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講
座
・
教
室

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ

010 障害の
ある人
の生涯
にわた
る多様
な学び
の支援

2-2 誰もが生きがいを持ち
安心できる地域づくり

見えにくく
なった方の
学習

中途視覚障害者の日常生活
の向上を図る。

中途視覚障害者を主な対象者
として、点字の学習、歩行訓練
等を行い、日常生活の向上を図
る。

障害
者

23 287 指定管理
者

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルスが感染拡大した事から、講座
を休止した期間があった。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

講習会実施回
数31回

23回（目標値
に対する実施
回数74%）

B 講習会実施回数
25回

取組の
継続

歩行訓練の指導を希望する受講
生への対応（市内には歩行訓練を
指導してくれる「歩行訓練士」派
遣機関がないことから、派遣依頼
をする際は東京都盲人福祉協会
への依頼となるため）。

433 332 433 障害者福祉
課
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講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

010 障害の
ある人
の生涯
にわた
る多様
な学び
の支援

2-2 誰もが生きがいを持ち
安心できる地域づくり

中途失聴
難聴者のた
めの手話講
習会

中途失聴難聴者が、自らの
コミュニケーション手段とし
て手話を習得するほか、情
報交換の場の提供。

中途失聴難聴者が、自らのコ
ミュニケ―ション手段として手
話を習得する場として実施する
（入門・初級・中級・上級の4クラ
ス）ほか、中途失聴難聴者同士
の情報交換の場としている。

障害
者

57 481 指定管理
者

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルスが感染拡大した事から、入
門・中級コースは回数を減らし実施した。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

講習会実施回
数70回（全コ
―ス合計）

57回（目標値
に対する実施
回数81%）

B 講習会実施回数
66回（全コース合
計）

取組の
継続

高齢の受講生が多く、手話の習得
に時間がかかること、日常のコ
ミュニケーション手段として活用
できるまでには継続的な学習が
必要であること。

1,142 827 1,142 障害者福祉
課

39
そ
の
他

趣
味
的
な
も
の

010 障害の
ある人
の生涯
にわた
る多様
な学び
の支援

2-2 誰もが生きがいを持ち
安心できる地域づくり

障害のある
人も参加し
やすい交流
活動の場

障害者等が地域において自
立した日常生活又は社会生
活を営むこと

障害者の孤立化を防止するた
め、気楽に利用できる交流活動
の場として地域活動支援センタ
―を運用し、創作的活動、生産
活動の機会の提供、社会との交
流の促進を図る。

障害
者

― 4,130 委託 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

感染防止対策をとりながら、安心・安全な交流の
場が確保できたため、参加者が増加した。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

前年度
(3,212人）と
同等程度

4,130人（目
標値に対する
参加者数
128%）

A 前年度（4,130
人）と同等程度

取組の
継続

感染防止対策をとりながら、障害
者の孤立化を防止するための活
動を継続していく。

46,458 44,195 46,458 障害者福祉
課
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イ
ベ
ン
ト
等

社
会
貢
献
活
動

010 障害の
ある人
の生涯
にわた
る多様
な学び
の支援

2-2 誰もが生きがいを持ち
安心できる地域づくり

福祉まつり 事業に対して費用等を助成
し、障がい者福祉の発展を
図る。

市内の社会福祉施設・団体が手
作りの作品や食品を販売するほ
か、ステ―ジ上で太鼓や手話コ
―ラスなどの活動発表を行い、
施設利用者と地域住民との交
流を図るとともに、福祉ボラン
ティア活動に対する市民の関心
と参加を高める。

― ― ― ― 全
面
中
止
・
延
期

― 新型コロナウィルスの感染の終息が見られず、参
加施設・団体から不参加の表明があったため中
止した。

普
及
・
啓
発
等

中止 中止 評
価
な
し

3年ぶりの開催 改善・見
直しの
実施

令和4年7月から検討委員会を立
ち上げ、11月にアンケートを実施
し、81％の回答をもとに、5月20
日の土曜日に開催することとし
た。また、開催場所の見直しも行
い富士森公園から西放射線ユー
ロードでの試行開催とした。令和
5年2月に募集を図ったところ、
23団体の参加で実施する。

1,200 0 400 社会福祉協
議会市民力
支援課

41

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
貢
献
活
動

010 障害の
ある人
の生涯
にわた
る多様
な学び
の支援

2-2 誰もが生きがいを持ち
安心できる地域づくり

障害者文
化展

障害のある人に作品発表の
機会を提供するとともに、
障害者福祉・障害理解の促
進に努める

障害のある人に作品発表の機
会を提供するとともに、広く障
害者福祉の啓発を行い、賞を贈
るなど今後の創作を奨励する。

障害
者

5日間 作品出展
数51点

指定管理
者

通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルスの感染拡大により、令和3年
度はWeb開催としたが、令和4年度は3年ぶりに
会場での開催とした。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利

用
件
数
等

作品出展数
190点

51点（目標値
に対する作品
出展数26%）

B 作品出展数100
点

取組の
継続

作品募集の周知方法、作品の会場
展示・撤去作業の負担

139 116 139 障害者福祉
課
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講
座
・
教
室

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ

011 健康寿
命の延
伸につ
ながる
生涯学
習の取
組

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

市民いきい
きリフレッ
シュ体操

市内の各市民センタ―で健
康体操教室を開催し、市民
の健康維持・増進を図る。

市内の各市民センタ―で健康体
操教室を開催し、市民の健康維
持・増進を図る。

どな
たでも

183 4,114 市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

二部制を導入し、市民が参加できる機会を増やし
た。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

4,500人 4,114人 B 4,500人 取組の
継続

市民の健康維持・増進を図るた
め、引き続き実施する。

7,402 7,099 7,237 スポーツ振
興課
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講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

011 健康寿
命の延
伸につ
ながる
生涯学
習の取
組

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

ゆうゆうシ
ニア講座

シニア世代に対して健康維
持や生きがいづくりの機会
を提供する。

シニア世代の健康維持や生きが
いづくりを目的に、パソコン・タ
ブレット・スマ―トフォンなどの
ICTに関連する講座や健康維持
に関するプログラムなどを提供
する。

シニア 45 1,058 市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

定員制限等の感染対策を講じた上で3館合計45
講座を開催し、延べ1,058名が参加した。
生活の質の向上に繋がる講座を多く実施した。
（参考：令和3年度は35講座、888名参加）

参
加
者
の
満
足
度

満足度85%以
上

アンケートで
「大変満足」
「満足」と答え
た割合84%

A 満足度85%以上 取組の
継続

講座を実施し、ICT関連講座や健
康維持に関するプログラムなどを
提供していく。

1,254 803 995 学習支援課
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対象
者

回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和4年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和4年度目
標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和5年度目標値 方向性
令和5年度の

課題と方向（120字程度）
廃止・休止の場合はその理由

NO 施策名 No 基本施策

E

未来デザイン2040
都市像・
基本施策

事業名 事業目的

令和
5年度
予算

(千円)

令和
4年度
予算

(千円)

令和
4年度
決算

(千円)

D

番
号

新
規

種
類

分
野

生涯学習プラ
ン具体的な施

策

令和5年度
担当課

(実施主体）
事業内容

令和4年度　実績 令和4年度の目標および評価 令和5年度　目標設定

44
そ
の
他

教
養
的
な
も
の

011 健康寿
命の延
伸につ
ながる
生涯学
習の取
組

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

高齢者施
設読書活
動支援

図書館への来館が困難な高
齢者施設の入居者が読書に
親しめる環境の整備を図
る。

図書館への来館が困難な高齢
者の入居施設を対象に、図書の
出張貸出しや団体貸出しを実施
し、身近で読書に親しめる環境
の整備を図る。

シニア 39 【施設数】
　　11か
所
【貸出数】
　5,178
冊

共催 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルスの感染防止のため、出張貸出
し時のボランティアによるおはなし会は中止とな
ることが多かったが、入居者のリクエストに応じ
たほか、読書意欲の向上や生活機能の維持に役
立つ本を選定し貸出しを行った。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

前年度(貸出数
11か所、貸出
数4,823冊）
を上回る利用
状況

【施設数】
　　11か所
【貸出数】
　5,178冊

A 【施設数】
　 　11か所
【貸出数】
　5,178冊

取組の
継続

新型コロナウイルスの影響が落ち
着き、入館できるようであればボ
ランティアによるおはなし会を再
開し、入居者に本の貸出しだけで
ない楽しみを提供する。

4,479 4,383 4,559 図書館課

45

講
座
・
教
室

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ

011 健康寿
命の延
伸につ
ながる
生涯学
習の取
組

2-3 保健医療の充実 介護予防
講座

フレイル予防の視点を取り
入れ、要介護状態になるこ
とを防止し、地域において
自立した日常生活を営める
ことえを目指す。

フレイル予防の視点を取り入
れ、要介護状態になることを防
止し、地域において自立した日
常生活を営めることを目的とし
た、各種介護予防講座を実施す
る。

シニア 大横
164

東浅川
３5

南大沢
354

大横
1,975
東浅川

764
南大沢

2,800

市単独 変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

新型コロナウイルス感染症の感染状況を考慮しつ
つ、フレイル予防の観点から、高齢者の社会参加
を促す講座との企画を行いながら取組を行った。
フレイル予防等、教室や講座等以外の場面でも紙
面での普及啓発等を実施した。

普
及
・
啓
発
等

普及・啓発の対
象者数
2,700人
講座等の満足
度
80％

大横
1,975
東浅川
764
南大沢
2,800
講座等の満足
度80％以上

B 普及・啓発の対象
者数
5,000人
講座等の満足度
80％

改善・見
直しの
実施

講座や教室への参加後も、運動を
はじめとしたフレイル予防のため
の取組みを継続できるよう働き
かける。また、これまで介護予防
事業の見直しに伴い、高齢者の保
健事業と介護予防の一体的実施
事業として地域へのアウトリーチ
型の講座を展開しながら市民が
主体となった継続的な取り組みに
つながられるよう支援していく。

大横
387
東浅川
5,569
南大沢
5,248

大横
347

東浅川
4,644
南大沢

4,999

大横
917

東浅川
5,779
南大沢
6,183

大横保健福
祉センター
東浅川保健
福祉セン
ター
南大沢保健
福祉セン
ター
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講
座
・
教
室

趣
味
的
な
も
の

011 健康寿
命の延
伸につ
ながる
生涯学
習の取
組

2-2 誰もが生きがいを持ち
安心できる地域づくり

ボランティ
ア講師によ
る教室

高齢者及び障害のある人を
対象とし、健康の増進、生き
がいの高揚、社会参加の促
進、参加者間の交流などを支
援する。

ボランティア講師に対しての生
きがい含め、高齢者および障害
のある人を対象に今後の生き
がいづくりとして開催。

シニア 15 301 市単独 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

昨年度は新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止により、数回中止としたが今年度に関しては、
通常通り開催した。ただし、定員数は減らして実
施。また、今年度講師の高齢化により後期中止と
した教室があった。

参
加
者
の
満
足
度

受講者アン
ケート「物足り
ない」が１０％
未満

受講者アン
ケート「物足り
ない」が10

パーセント未
満

A 講座等の満足度
80％

取組の
継続

講師の高齢化の問題。
講師の入れ替えにより、参加者数
の低迷等。館で行われる展示会等
で知名度を上げ、講座受講生を増
やす。

― 57 142 南大沢保健
福祉セン
ター

47

#N/A #N/A 0
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A Ｂ C F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z

対象
者

回　数
参加者数
(人)等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和4年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和4年度目
標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和5年度目標値 方向性
令和5年度の

課題と方向（120字程度）
廃止・休止の場合はその理由

NO 施策名 No 基本施策

E

未来デザイン2040
都市像・
基本施策

事業名 事業目的

令和
5年度
予算

(千円)

令和
4年度
予算

(千円)

令和
4年度
決算

(千円)

D

番
号

新
規

種
類

分
野

生涯学習プラ
ン具体的な施

策

令和5年度
担当課

(実施主体）
事業内容

令和4年度　実績 令和4年度の目標および評価 令和5年度　目標設定

48

講
座
・
教
室

社
会
問
題
・
市
民
生

活
に
関
す
る
も
の

012 性や国
籍にか
かわら
ない社
会参画
につな
がる学
び

2-1 誰もが心豊かに暮らせ
る市民生活の推進

男女共同
参画に係る
講座の開
催

男女共同参画社会の実現に
向けて、一人一人の個性と
能力を発揮できるよう意識
啓発を行う。

男女共同参画社会の実現に向
けて、一人一人の個性と能力を
発揮できるよう、意識啓発や参
画のための学習機会を提供す
る。

どな
たでも

2回 76人 市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルス感染症の感染予防に留意しつ
つ、対面形式で開催した。

参
加
者
の
満
足
度

アンケ―トで
「大変満足」ま
たは「おおむね
満足」と答えた
割合90％

アンケート集
計結果におけ
る満足度
98.6％

A アンケ―トで「大
変満足」または「お
おむね満足」と答
えた割合90％

取組の
継続

男女共同参画社会の実現に向け
て、意識啓発や能力発揮につなが
る講座を開催する。

534 56 368 男女共同参
画課

49

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

012 性や国
籍にか
かわら
ない社
会参画
につな
がる学
び

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

国際理解
講座

多文化共生の推進を図る。 外国の文化への理解と外国人
との交流を深め、多文化共生の
推進を図る。

どな
たでも

7 275 市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

定員制限等の感染対策を講じた上で3館合計7
講座を開催し、延べ275名が参加した。
（参考：令和3年度は5講座、152名参加）

事
業
の
再
構
築
・
充

実
・
拡
大
等

協働体制づく
り

市内団体等と
協働で7講座
を実施

A 協働体制づくり 取組の
継続

講座を実施し、多文化共生の推進
を図っていく。

148 86 148 学習支援課
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A Ｂ C F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z

対象者 回　数 参加者数(人)等
実施
形態

コ
ロ
ナ
の

影
響

実施
方法

令和4年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和4年度目
標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和5年度目標値 方向性
令和5年度の

課題と方向（120字程度）
廃止・休止の場合はその理由

NO 施策名 No 基本施策

50

情
報
提
供
・
環
境

整
備

子
育
て

013 地域全
体で子
どもの
育ちを
支える

3-1 全ての子どもが健やか
に育つ地域づくり

家庭教育
啓発リ―フ
レット等の
配布

家庭教育について、より広
い層に関心をもってもらう
とともに、地域で子育てを
応援するよう啓発を行う。

子育て中の保護者や行政委員
等にリ―フレットを配布し、家
庭教育について、より広い層に
関心をもってもらうとともに、
地域で子どもと子育てを応援
するよう啓発を行う。

親子・保
護者

1 5,060部 市単独 通
常
通
り
実
施

― 市立小学校全校（義務教育学校を含む）の新小
学1年生を対象にリーフレットを配布した。
（5,060枚）

普
及
・
啓
発
等

効果的な啓発
及びリ―フレッ
トの配布

リーフレットの
配布

A 効果的な啓発及
びリ―フレットの
配布

取組の
継続

市立小学校全校（義務教育学校
を含む）の新小学1年生を対象に
リーフレットを配布する。

176 176 0 学習支援課

51

講
座
・
教
室

子
育
て

013 地域全
体で子
どもの
育ちを
支える

2-1 誰もが心豊かに暮らせ
る市民生活の推進

はちおうじ
フィ―カ☆
ファシリテ
―タ―養
成講座

保護者同士や学校（教職
員）・家庭・地域をつなぐ人
材を養成する。

ファシリテ―ション能力を向上
させる講座を開催し、保護者同
士や学校（教職員）・家庭・地域
をつなぐ人材を養成する。

― ― ― ― ― ― 平成31年度より未実施 参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

実施に向け検
討

― 評
価
な
し

実施に向け検討 取組の
継続

人材の発掘及び担い手の育成の
方法について検討を行う。

0 0 0 学習支援課

52

講
座
・
教
室

子
育
て

013 地域全
体で子
どもの
育ちを
支える

3-1 全ての子どもが健やか
に育つ地域づくり

ファミリ
―・サポ―
ト・センタ
―事業

子どもを見て欲しい依頼会
員とボランティアの提供会
員による相互援助活動。

子育ての手助けをして欲しい
人とお手伝いができる人が会
員登録をして、子育てを地域で
相互に助け合う活動を行う。

成年 4 213 補助 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

提供会員に登録し、確実な支援につなげてもら
えるよう、民生児童委員を対象に講習会を開催
した。
更に、提供会員の登録を見直し、登録者の整理
を図った。

事
業
の
再
構
築
・
充
実
・
拡
大

等 提供会員数
７３１人

提供会員数
327人

B 提供会員数
350人

取組の
継続

利用者のニーズに応じた支援が
行えるよう、安定した提供会員の
育成及び確保

16,785 10,755 18,952 子ども家庭
支援センタ
―

53
そ
の
他

子
育
て

013 地域全
体で子
どもの
育ちを
支える

3-1 全ての子どもが健やか
に育つ地域づくり

学童保育
所

市内の小学校に就学してい
る児童で、放課後家庭にお
いて保護者の適切な監護を
受けられないものを一定時
間、組織的に指導すること
により、学童の健全な育成
と福祉の増進に寄与する。

放課後に家庭で保育ができな
い児童を対象に、遊びを中心と
して異年齢集団の中で社会性
を身につけさせながら、一人一
人の子どもたちの健全な成長
を手助けする。

子ども 月～土（た
だし、祝日
及び年末
年始を除

く）

令和４年４月１
日時点の在籍
児童数
６,３５９人

延べ参加者数
1,123,237人

指定管理
者

通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

小学校の放課後の特別教室等を活用し、本市で
初めて待機児童ゼロを達成。また、夏季休業中
の昼食提供を令和３年度は１２校であったとこ
ろ、２１校に増加することができた。

そ
の
他

待機児童ゼロ
を達成すると
ともに、放課
後の活動の充
実を図る。

学校の余裕教
室の借用等によ
り、待機児童ゼ
ロを達成した。
また、昼食提供
の回数を倍増し
充実した放課後
活動を提供し
た。

A 待機児童ゼロを
維持する。

取組の
継続

児童数が増加している小学校区
について、学校内の整備や周辺
のテナントを借用し待機児童ゼロ
を維持する。また、夏季休業中の
昼食提供を拡充する。

2,686,999 2,479,835 2,648,419 放課後児童
支援課

54
そ
の
他

社
会
貢
献
活
動

014 学校と
地域と
の連
携・協
働によ
る生涯
学習活
動

3-2 未来をひらく子どもを
育てる教育

教育人材
バンクへの
ボランティ
ア希望者
の登録

地域ボランティア等の活用
を図り、市立小・中学校およ
び義務教育学校の教育活動
を支援する。

学校と地域が一体となり、子ど
もを育む環境を整備するため、
ボランティア希望者を人材バン
クに登録する。

どなた
でも

8,408 1,087 市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

　新型コロナウイルス感染症が落ち着いたため、
ボランティア活動者が増加した。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・

利
用
件
数
等

　地域人材の
効果的な活用
のすすめや、新
たな人材発掘
を積極的に行
う。

　広報・駅前
ラック・はちバ
スを利用した
募集活動を
行った。

A 　地域人材の効果
的な活用のすす
めや、新たな人材
発掘を積極的に
行う。

取組の
継続

　限られた人材を効果的に活用
するためにには、人材管理の仕
組みの確立及び、新たな人材の
発掘が今後の課題と考える。

13,047 10,076 9,599 地域教育推
進課

55

講
座
・
教
室

青
少
年
育
成
・
体
験
活
動

014 学校と
地域と
の連
携・協
働によ
る生涯
学習活
動

6-1 一人ひとりが考え、と
もに守る環境

市立小学
校におけ
る環境教
育支援

市内小学校等の児童・生徒
に対し、身近な環境につい
て興味・関心を持つきっかけ
を提供する。

市内小学校等の総合的な学習
の時間等に実施される環境教
育実習に対して、講師の派遣等
の支援を行う。

子ども 川の学習：
２７

みどりの
学習：9

川の学習：支援
校26校の生徒

みどりの学習：
支援校5校の生
徒

委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

令和4年度より新たな環境教育支援として緑地
や里山をフィールドに実施する「みどりの学習」
を新た開始した。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・

利
用
件
数
等

支援校２５校 川の学習：支
援校26校

みどりの学
習：支援校5校

A 支援校25校もし
くは35回以上の
支援

取組の
継続

より多くの学校に環境教育支援
を行う。

1,127 1,127 1,127 環境政策課
（委託先：特
定非営利活
動法人環境
活動センタ
―八王子）

56

講
座
・
教
室

子
育
て

014 学校と
地域と
の連
携・協
働によ
る生涯
学習活
動

3-1 全ての子どもが健やか
に育つ地域づくり

放課後子
ども教室

地域の人材、ボランティアの
参画を得て、子どもたちに
放課後の安全・安心な居場
所を提供するとともに、学
び・体験・遊び・交流活動等
を行い、子どもの次代を担
う力を育成するためのしく
みづくりに資する。

平日の放課後や週末、夏休み等
に小学校の施設を活用し、地域
の人やボランティアの参画を得
て全ての子どもたちに安全で
安心な居場所を提供する。

子ども 年間延べ
実施日数
8,751日

延べ参加者数
845,612人

委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

昨年度は新型コロナウイルスの感染拡大の影響
で事業の縮小・変更等を余儀なくされたが、令和
4年度は、外での活動に限定するなどの変更の
中でも、目標値を大幅に超える延べ参加者数の
増加（約７万人増加）につなげることができた。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・

利
用
件
数
等

650,000人 延べ参加者数
845,612人

S 850,000人 取組の
継続

実施日数の拡充や活動内容の充
実など、学童保育所との連携に
よる放課後の居場所づくりと、持
続可能な放課後子ども教室の運
営（ＰＴＡや地域における世代交
代など、運営団体の担い手不足）
に取り組む。

255,624 196,618 262,221 放課後児童
支援課
（各小学校
地区放課後
子ども教室
推進委員
会）

57

講
座
・
教
室

子
育
て

014 学校と
地域と
の連
携・協
働によ
る生涯
学習活
動

3-1 全ての子どもが健やか
に育つ地域づくり

放課後子
ども教室と
学童保育
所との連
携拡大

学童保育所の管理運営を行
うとともに、放課後子ども教
室と連携し、全ての放課後
の児童の居場所づくりを一
体的に推進する。

全ての児童の放課後の安全・安
心な居場所を確保し、児童が多
様な体験・活動を行うことがで
きるよう、放課後子ども教室と
学童保育所の連携による一体
型を推進する。

子ども - 52校 委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

一体型での連携校が昨年度比で１校増え、52校
とすることができた。
更に、連携推進委員を9名配置し、一体的な運営
を積極的に推進したほか、放課後子ども教室に
参加する児童と学童保育所の児童がともに参加
できるスポーツプログラム事業を新たに創設
し、元プロ野球選手による野球教室を計33回、
元Ｊリーガーによるサッカー教室を計33回実施
した。

事
業
の
再
構
築
・
充

実
・
拡
大
等

51校 52校 A 54校 取組の
継続

国の「新・放課後総合プラン」で示
す「一体型」については目標とす
る数を達成している。
今後、学童保育所の学校内への
移転や、両事業が連携し、ともに
活動できる機会を更に拡充し、一
体的な運営を進めていく。

3,234 3,234 39,396 放課後児童
支援課

58

講
座
・
教
室

子
育
て

015 子育て
世代が
つなが
るきっ
かけづ
くり

3-1 全ての子どもが健やか
に育つ地域づくり

子育てひ
ろば（親子
ふれあい
広場・親子
つどいの
広場など）

乳幼児及びその保護者が相
互の交流を行う場所として、
子育てについての相談、情
報提供、助言・援助等を行
う。

乳幼児及びその保護者が相互
の交流を行う場所として、子育
てについての相談、情報提供、
助言・援助等を行う。

乳幼児
及び保
護者

1,926 23,763 委託 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

人数制限・予約制が定着した中での子育ての相
談、情報提供、助言や、援助等を行った。

事
業
の
再
構
築
・

充
実
・
拡
大
等

講座実施数
2,000回

講座実施数
1,926回

A 講座実施数
2,000回

取組の
継続

身近な相談場所としての安心し
て利用できる場の提供や支援

104,639 104,289 126,314 子ども家庭
支援センタ
―

番
号

新
規

種
類

分
野

生涯学習プラ
ン具体的な施

策

令和5年度
担当課

(実施主体）

D E

未来デザイン2040
都市像・
基本施策

事業名 事業目的 事業内容

令和4年度　実績 令和4年度の目標および評価 令和5年度　目標設定
令和

4年度
予算

(千円)

令和
4年度
決算

(千円)

令和
5年度
予算

(千円)
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A Ｂ C F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z

対象者 回　数 参加者数(人)等
実施
形態

コ
ロ
ナ
の

影
響

実施
方法

令和4年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和4年度目
標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和5年度目標値 方向性
令和5年度の

課題と方向（120字程度）
廃止・休止の場合はその理由

番
号

新
規

種
類

分
野

生涯学習プラ
ン具体的な施

策

令和5年度
担当課

(実施主体）

D E

未来デザイン2040
都市像・
基本施策

事業名 事業目的 事業内容

令和4年度　実績 令和4年度の目標および評価 令和5年度　目標設定
令和

4年度
予算

(千円)

令和
4年度
決算

(千円)

令和
5年度
予算

(千円)

59

講
座
・
教
室

子
育
て

015 子育て
世代が
つなが
るきっ
かけづ
くり

2-1 誰もが心豊かに暮らせ
る市民生活の推進

子育て応
援ひろば

子育ての中で生じる悩みを
解消し、子育て中の保護者
を支援する。

グル―プワ―クなどを通じて子
育ての中で生じる悩みを解消
し、子育て中の保護者を支援す
る。

親子・保
護者

4 51 市単独 通
常
通
り
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

クリエイトホールで4講座を開催し、子育て中の
保護者を支援した。
（参考：令和3年度は5講座）

参
加
者
の
満
足
度

満足度90%
以上

アンケートで
「大変満足」
「満足」と答え
た割合
94.4%

A 満足度90%以上 取組の
継続

講座を実施し、子育て中の保護
者を支援していく。

177 25 177 学習支援課

60

講
座
・
教
室

子
育
て

015 子育て
世代が
つなが
るきっ
かけづ
くり

2-1 誰もが心豊かに暮らせ
る市民生活の推進

家庭教育
支援講座
「星とおひ
さまFika
（フィ―カ）
キャラバ
ン」ワ―ク
ショップ

保護者の心理的負担を軽減
し、家庭の教育力の向上を
図る。

家庭教育支援講座を茶話会
(Fika(フィ―カ)）形式のワ―
クショップで行うことにより、保
護者の心理的負担を軽減し、家
庭の教育力の向上を図る。

親子・保
護者

12 204 市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

小学校10校、生涯学習センター2館の計12回
実施した。

事
業
の
再
構
築
・
充

実
・
拡
大
等

6校 10校+2館 A 10校 取組の
継続

家庭教育支援チームとの協働に
より、講座を開催する。

155 155 150 学習支援課

61

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
―

ツ

016 地域で
の活動
のきっ
かけづ
くり

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

地区運動
会・スポ―
ツ大会

総合型地域スポ―ツクラブ
や旧体力つくりへ補助金を
交付し、スポ―ツ大会等を通
じ、地域コミュニティの活性
化やスポ―ツ実施率の向上
を図る。

総合型地域スポ―ツクラブや
旧体力つくりへ補助金を交付
し、スポ―ツ大会を通じ、地域
コミュニティの活性化やスポ―
ツ実施率の向上を図る。

どなた
でも

5 1,831 補助 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルス感染症の影響により、開催し
なかった地区が多かった。開催した地区につい
ては、対策を行った上で実施した。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用

件
数
等

8000人 1,831人 B 8,000人 取組の
継続

新型コロナウイルス感染症の影
響次第で地区ごとに開催判断が
異なるが、引き続き申請受付を
行う。

1,782 435 1,683 スポーツ振
興課

62

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

016 地域で
の活動
のきっ
かけづ
くり

1-1 市民自治の推進 はちおうじ
志民塾

これまで培ってきた自らの
経験や知識を地域に根ざし
た主体的な活動に活かし、
地域活動の担い手の中心と
なる人材を養成する。

これから定年退職する人や定
年を迎えた人を対象に、退職後
地域で活動するきっかけづくり
をする。

八王子
市内で
市民活
動をし
たいと
思って
いる人

15 17 委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

令和3年度13期は新型コロナ感染症拡大の影
響もあり10月開講、全13講座としたが、令和4
年度14期は9月開講に戻し、講座数も15とし
た。
実績値が目標値を下回ってはいるものの、コロ
ナの影響で13期には出来なかった八王子市の
資源ともいえる大学との連携講座も復活させた
ほか、受講者のアンケートについても満足度が
高い結果となった。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利

用
件
数
等

20～30人 17 A 20～30 取組の
継続

R５は15回目となるが、対象を
主にシニア層としてはいるが、
40歳代の受講者もおり、状況の
変化に対応するべく講座内容の
見直しが必要となっている。

2,614 2,614 2,500 協働推進課

63

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
貢
献
活
動

016 地域で
の活動
のきっ
かけづ
くり

1-1 市民自治の推進 市民活動
入門講座
（アクティ
ブ市民塾）

市民活動団体の活動を紹介
する。

市民活動に対する理解を深め、
市民活動を促進する。

どなた
でも

6 143 指定管理
者

通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

就労支援、プレーパーク、フードバンク、シニアの
いきがいづくり等を担う団体とともに体験イベ
ントを対面により開催し、団体の活動紹介を行っ
た。
実績値が目標値を下回ったものの、イベントに関
連して広報紙でも特集し多面的に支援を行っ
た。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

150人 143 A 150 取組の
継続

令和５年度もさまざまな分野の
市民活動団体の活動を紹介する
ために、活動の現場に出向く講座
等を行っていく。

指定管理
料の中で
実施

指定管理料の
中で実施

指定管理料
の中で実施

協働推進課
（市民活動
支援センタ
―）

64

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
貢
献
活
動

016 地域で
の活動
のきっ
かけづ
くり

1-1 市民自治の推進 地域デビュ
―パ―ティ
―802

シニア世代を対象に、市民活
動に関する講演や団体紹介
など地域での活動に参加す
るきっかけづくりをする。

シニア世代を対象に、市民活動
に関する講演や団体紹介など
地域での活動に参加するきっ
かけづくりをする。

どなた
でも

1 353 実行委員
会

通
常
通
り
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

地域デビューパーティーと名称を変更し、シニア
の男性だけではなく多世代の市民を対象とした
ところ、多くの来場者があった。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用
件
数
等

120人 353 A 200 取組の
継続

来場した市民が興味のある団体
関係者と交流する場である交流
会をコロナ発生以降実施してい
ないため、団体の紹介からもう一
歩踏み込んだ内容にできていな
い。

200 200 200 協働推進課
（地域デ
ビューパー
ティー802
実行委員
会）

65

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

016 地域で
の活動
のきっ
かけづ
くり

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

生涯学習
コ―ディネ
―タ―養
成講座

市民の学習活動を支援する
「生涯学習コーディネー
ター」を養成し、生涯学習推
進事業の中核を担う人材の
育成を目指す。

自ら講座を企画・運営し、市民
の生涯学習活動を支援する「生
涯学習コ―ディネ―タ―」を養
成する。

成年 1 19 共催 通
常
通
り
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

令和3年度は新型コロナウイルス感染症の影響
を受け、開催時期を変更したが、令和4年度は通
常通り実施し、19名が参加した。また、要望に応
じてオンラインでも開催をした。

参
加
者
の
満
足
度

アンケートで
「満足」「やや
満足」と答えた
割合80％以
上

講座満足度
91.6％

A アンケートで「満
足」「やや満足」と
答えた割合80％
以上

取組の
継続

共催団体とより効果的な開催方
法の検討を行いながら、参加者
の増加と満足度の向上を図り、よ
り多くの市民が生涯学習を行う
きっかけづくりを提供する。

26 26 40 学習支援課

66

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

2-2 誰もが生きがいを持ち
安心できる地域づくり

シニア元気
塾　ボラン
ティア入門
講座

知識、経験、特技を持つ高齢
者の新たな人材発掘や、ボ
ランティア活動のきっかけ
をつくり、高齢者の社会参
加促進を図る。

ボランティア活動のきっかけを
つくり、高齢者の社会参加促進
を図る。

シニア 8 受講者数
14人

委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

令和３年度同様通常通り実施した。 参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

修了者数
30人/年

修了者数14
人/年

B 修了者数
30人/年

取組の
継続

多くの方にボランティア活動の
きっかけづくりの機会を提供で
きるよう広く周知を図る。

2,976 2,976 3,000 高齢者いき
いき課

67

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

6-1 一人ひとりが考え、と
もに守る環境

川の学習
サポ―タ―
養成講座

市内小学校等で実施してい
る環境教育支援（川の学習）
の支援者を育成する。

川に関する基本的な知識を学
び、市内小学校等で環境教育支
援を行う人材を育成する。

どなた
でも

7 6 委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

川の学習の支援者育成に特化した内容とした。 参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

参加者数20
人

６人 B 参加者20人 取組の
継続

より多くの川の学習サポーター
を育成する。

440 440 340 環境政策課
（委託先：特
定非営利活
動法人環境
活動センタ
―八王子）
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対象者 回　数 参加者数(人)等
実施
形態

コ
ロ
ナ
の

影
響

実施
方法

令和4年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和4年度目
標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和5年度目標値 方向性
令和5年度の

課題と方向（120字程度）
廃止・休止の場合はその理由

番
号

新
規

種
類

分
野

生涯学習プラ
ン具体的な施

策

令和5年度
担当課

(実施主体）

D E

未来デザイン2040
都市像・
基本施策

事業名 事業目的 事業内容

令和4年度　実績 令和4年度の目標および評価 令和5年度　目標設定
令和

4年度
予算

(千円)

令和
4年度
決算

(千円)

令和
5年度
予算

(千円)

68

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

3-2 未来をひらく子どもを
育てる教育

学校図書
館ボラン
ティア研修
会

学校図書館の環境整備及び
読書活動の推進に必要な技
術及び知識を習得する。

学校図書館の環境整備及び読
書活動の推進に必要な技術及
び知識を習得する。

どなた
でも

2 80 市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

集合研修方式で2回実施
R4.6.14     44人
R4.11.17   36人
令和3年度はコロナの影響で1回のみ実施
技術講座（本の修理）に対する平均評価（役に
立った） 3.79点/4点満点

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 107人
（全校×1名）

80 A 107人
（全校×1人）

取組の
継続

全校からの参加を目標に、年間2
回の研修会を計画すると共に、
広く周知を進め、参加者の増を図
る

0 0 0 教育指導課

69

講
座
・
教
室

社
会
問
題
・
市
民
生
活
に
関
す
る
も
の

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

2-2 誰もが生きがいを持ち
安心できる地域づくり

日本語ボ
ランティア
養成講座

外国人市民の日本語学習支
援の充実

外国人市民の日本語学習支援
のための支援者を養成する講
座を実施する。

外国人 3 55 委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

令和3年度はコロナの影響で1回中止したが、令
和4年度は計画通りに3回実施した。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用
件
数
等

45人 55人 A 55人 取組の
継続

受講者募集の効果的な周知及び
講座の内容の充実について検討
する。

469 469 470 多文化共生
推進課

70

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

図書館ボ
ランティア
等の連携・
支援

ボランティア活動の成果発
表の場の提供、及び利用者
とボランティアスタッフの成
長のきっかけづくり。

図書館事業に関わる関係団体
やボランティアと連携し、図書
館サ―ビスを拡充するととも
に、育成やスキルアップを支援
する。

どなた
でも

【実施回
数】468

回

【人数】
460人

共催 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルスの感染状況により、実施を控
えた時期・実施自体を控えたものもあった。

そ
の
他

前年度を上回
る回数(563
回）、及び参加
者数（697人）

【実施回数】
468回
【人数】
460人

B 前年度を上回る
回数（468回）、
及び参加者数
（460人）

取組の
継続

新型コロナウイルスの影響も落ち
着いてきたなかで、社会情勢を
鑑みながら、実施を行っていく。

1,287 83 134 図書館課

71

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

2-2 誰もが生きがいを持ち
安心できる地域づくり

手話講習
会

手話通訳ボランティア・手話
通訳者の養成及び障害のあ
る人に対する理解の促進を
図る。

初級・中級手話講習会や手話通
訳者養成入門講座等を開催し、
手話通訳ボランティアの養成及
び障害のある人に対する理解
の促進を図る。

若者
成年
シニア

138 1,428 実行委員
会

通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルス感染拡大に伴い発出された
「緊急事態宣言」等の影響により、数年前から講
座受講生数に減少が見られる。減少により次の
クラスに進級する受講生が少なくなっている現
状が続いている。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

参加者目標
20名（中級）
各コ―ス20名
（養成入門）
応募者目標
10名（養成講
座）

78%
参加者
15名（中級）
各コ―ス18名
（養成入門）
応募者
6名（養成講
座）

B 参加者目標1430

人

取組の
継続

登録者数が減少傾向にある地域
の「手話通訳者」の養成、手話通
訳者全国統一試験合格者の増
加。

1,557 1,571 1,557 障害者福祉
課

72

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

2-2 誰もが生きがいを持ち
安心できる地域づくり

要約筆記
者養成講
習会

要約筆記者の養成及び障害
のある人に対する理解の促
進を図る。

手話を使えない、中途失聴難聴
者の通訳手段である要約筆記
技術の習得、要約筆記者の養
成の場として、２か年にわたっ
て実施する。

若者
成年
シニア
通訳業
務が可
能な障
害者の
方

43 3 指定管理
者

通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

令和3年度はパソコンコースを実施。令和4年度
は手書きコースで開催した。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

参加者目標5
名

3名（目標値に
対する参加者
数60%）

B ― 廃止・休
止

パソコンコースで受講生を募集し
たが、2名の応募しかなく、情報
保障の際に必要な連携実習が行
えないため、事業を休止とした。

1,550 1,273 0 障害者福祉
課

73

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

2-2 誰もが生きがいを持ち
安心できる地域づくり

災害ボラン
ティアリ―
ダ―養成
講座

災害ボランティアセンターの
運営に協力できる市民ボラ
ンティア（災害ボランティア
リーダー）を養成する。

災害ボランティアセンタ―の運
営に協力いただく災害ボラン
ティアリ―ダ―（市民ボラン
ティア）を養成するために講座
を実施する。

どなた
でも

新規養成
講座4、継

続リーダー
フォロー

アップ講座
1

運営訓練2

養成講座：15人
フォローアップ
講座：20人
運営訓練：182
人

補助 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

感染対策を行いながら、対面にて実施した。最
終日の災害ボランティアセンター運営訓練では、
ボランティアの他に地域住民、行政等の関係機
関も参加した。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

災ボラリー
ダー養成講
座：１回、フォ
ローアップ講
座1回
参加人数：各
30名

養成講座：15
人
フォローアッ
プ講座：20人
運営訓練：
182人

A 養成講座：15人
フォローアップ講
座：20人
運営訓練：120人

取組の
継続

感染対策を行いながら、対面に
て実施を行う。運営訓練では、ボ
ランティアの他に地域住民、行政
などの関係機関にも参加し広く
災害ボランティアセンター事業を
周知していく。

182 339 293 社会福祉協
議会市民力
支援課

74

講
座
・
教
室

社
会
問
題
・
市
民
生
活

に
関
す
る
も
の

018 地域の
課題解
決につ
ながる
学びの
提供

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

はちおうじ
出前講座

市民の生涯学習活動の支援
を行うことと、市政に対する
理解を深める。

市職員等が地域の団体等へ出
向き、担当業務に関して専門知
識を活かした講座を行うこと
で、市民の生涯学習活動を支援
し、意識の向上を図るととも
に、市政に対する理解を深め
る。

どなた
でも

1,241件

（市役所編
132件

官公署・企
業等編

1,109件）

83,942

（市役所編
25,005

官公署・企業等
編

58,937）

共催 通
常
通
り
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

依頼者の希望に応じながら、様々な講座を提供
することができた。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

利用者数
150,000人
以上

83,942人 B 利用者数
150,000人以
上

取組の
継続

市民の多様な学習ニーズに応え
られるよう、講座提供先の開拓に
努める。また、オンラインでの講
座の開催にも積極的に取り組ん
でいく。

― ー ー 学習支援課

75

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

018 地域の
課題解
決につ
ながる
学びの
提供

6-1 一人ひとりが考え、と
もに守る環境

エコひろば
での環境
教育

環境について関心をもつ
きっかけを提供する。

環境について関心を持つきっ
かけづくりとして、環境教育・
環境学習の講座を実施する。

どなた
でも

36 1,439 委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

コロナが落ち着いたことで、ほぼ通常通りの講
座実施に戻すことができた。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

5,000人 1,439人 C ― 廃止・休
止

左記事業に紐づくような講座実
施については、令和５年度よりエ
コひろばへの委託業務から削除
する。
※あったかホール館内でのイベ
ントや講座等は指定管理者によ
る実施に一元化するものとする。

7,217 7,217 0 環境政策課
（委託先：特
定非営利活
動法人環境
活動センタ
―八王子）

76

講
座
・
教
室

社
会
問
題
・
市
民
生
活
に
関
す
る
も
の

018 地域の
課題解
決につ
ながる
学びの
提供

6-2 環境負荷の少ないまち
づくり

ク―ルセン
タ―八王
子での省エ
ネ講座

地球温暖化対策に関する普
及啓発

地球温暖化対策に興味を持ち、
実践につなげられるように、講
座を実施する。

どなた
でも

52 3,100人 委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

開催回数を増やす、幅広いテーマを取り上げる、
ワークショップを組み合わせるなど、参加者数を
増やす取組を行った。

普
及
・
啓
発
等

前年度と同等
以上

3,100人 A 前年度と同等以
上

取組の
継続

2050年ゼロカーボンシティ実
現および2030年度家庭分野二
酸化炭素排出量削減目標
66%(2013年度比)の達成に
向けて、幅広い市民に参加され
る講座を目指す。

23,978 23,978 24,006 環境政策課
（委託先：特
定非営利活
動法人エヌ
ピ―オ―・
フュ―ジョ
ン長池）
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A Ｂ C F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z

対象者 回　数 参加者数(人)等
実施
形態

コ
ロ
ナ
の

影
響

実施
方法

令和4年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和4年度目
標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和5年度目標値 方向性
令和5年度の

課題と方向（120字程度）
廃止・休止の場合はその理由

番
号

新
規

種
類

分
野

生涯学習プラ
ン具体的な施

策

令和5年度
担当課

(実施主体）

D E

未来デザイン2040
都市像・
基本施策

事業名 事業目的 事業内容

令和4年度　実績 令和4年度の目標および評価 令和5年度　目標設定
令和

4年度
予算

(千円)

令和
4年度
決算

(千円)

令和
5年度
予算

(千円)

77

講
座
・
教
室

健
康
・
ス
ポ
―

ツ

018 地域の
課題解
決につ
ながる
学びの
提供

2-3 保健医療の充実 健康づくり
サポ―タ―
の養成

地域で広く健康に関する知
識を普及・啓発する健康づく
りサポーターを養成、フォ
ローする。

地域介護予防活動支援事業と
して、広く健康に関する知識の
普及、運動(八王子けんこう体
操等)、体力測定の介護予防の
活動を推進するため、健康づく
りサポ―タ―の養成を行う。

どなた
でも

養成講座
１

フォロー講
座　9

養成講座　20

フォロー講座
保健総務
56
大横
52
東浅川
36
南大沢
31

市単独 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

感染予防のため、各講座定員を定めて実施し
た。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利

用
件
数
等

健康づくりサ
ポ―タ―の活
動状況「活動
あり」65％以
上

健康づくりサ
ポ―タ―の活
動状況「活動
あり」68％

A 健康づくりサポ―
タ―の活動状況
「活動あり」65％
以上

取組の
継続

令和４年度より、高齢者いきいき
課と連携し、リエイブルメントセン
ターでの活動の場となり拡大し
た。令和５年度はより密接な連携
を行い、組織横断的な取り組みを
充実させ、健康づくりサポーター
の活躍の場を広げ、地域により
多くの健康づくりの花を咲かせ
る。

健康政策
課　435
大横
102
東浅川
47
南大沢
52

保健総務課
244

大横
23
東浅川
37
南大沢
52

保健総務課
282

大横
102
東浅川
53
南大沢
56

保健総務課
（大横保健
福祉セン
ター―）
（東浅川保
健福祉セン
ター）
（南大沢保
健福祉セン
ター）
（高齢者い
きいき課）

78

講
座
・
教
室

仕
事
に
必
要
な
知
識
技
能

、
資

格
の
取
得

018 地域の
課題解
決につ
ながる
学びの
提供

2-2 誰もが生きがいを持ち
安心できる地域づくり

介護人材
養成研修

市内介護事業所における介
護人材確保の促進

市内介護サ―ビス事業所等へ
の就労希望者を対象に、介護職
に必要な知識・技術を学ぶ「介
護に関する入門的研修」及び
「生活支援ヘルパ―研修」を実
施する。合わせて就職相談会を
実施し、介護人材の確保を図
る。

どなた
でも

4 受講者数
97人

委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

令和３年度同様通常通り実施した。
令和３年度の定員は、新型コロナウイルス感染症
感染拡大防止のため25人としていたが、令和4
年度は例年通り50人とした。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用

件
数
等

①修了者数
200人/年
②マッチング
数30人/年

①修了者数
61人/年
②マッチング
数5人/年

C ①修了者数
200人/年
②マッチング
数30人/年

取組の
継続

【課題：認知度不足による受講者
の少なさ】バス車内広告や広報特
集号作成。
【課題：マッチング率の低さ】職場
見学により、就労のイメージを具
体化。
【課題：離脱率】第１回研修でテキ
スト代を徴収することで、受講者
に最後まで修了する意識を持た
せる。

7,202 5,843 7,202 高齢者いき
いき課

79

イ
ベ
ン
ト
等

趣
味
的
な
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

生涯学習
フェスティ
バル

市民の生涯学習活動のきっ
かけづくりと、市民交流の場
を提供すること。

日頃の学習成果を作品展示や
ステ―ジを通じて発表する機
会を設け、市民の自発的な学習
活動を行うきっかけづくりと、
学びを通じた市民交流の場を
提供する。

どなた
でも

1 1,475 共催 通
常
通
り
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

前年度までは2年連続で会場開催を中止してい
たが、令和4年度は感染症対策を講じ開催し、ス
テージ発表10団体、展示・体験7団体が参加し
た。

事
業
の
再
構
築
・

充
実
・
拡
大
等

延べ来場者数
500人以上

1,475人 A 延べ来場者数
2,000人以上

取組の
継続

3年ぶりに会場開催で、新しい生
活様式の中でのイベントの開催
を実現することができた。令和5
年度は来場者の拡大を目指しな
がら、引き続き生涯学習を行う
きっかけづくりを市民に提供して
いく。

5 0 5 学習支援課

80

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

3-2 未来をひらく子どもを
育てる教育

八王子市
立小・中・
義務教育
学校合同
作品展「お
おるり展」

児童・生徒の作品の発表を通
して、豊かな心情を培い、創
造的な能力の向上を図る。

児童・生徒の作品の発表を通し
て、豊かな心情を培い、創造的
な能力の向上を図る。

どなた
でも

1 10,504 市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点よ
り、東京都等のガイドラインに従い開催した。手
指消毒、マスク着用を受付で依頼し、昨年度のよ
うに入場制限は行わなかった。学校ごとに保護
者の来場時間を指定し会場が密にならないよう
工夫をした。

参
加
者
の
満
足
度

アンケートでと
てもよかった・
よかったと答
えた割合
99％

アンケートで
とてもよかっ
た・よかったと
答えた割合
99.5%

A アンケートでとて
もよかった・よ
かったと答えた割
合99％

取組の
継続

新型コロナウイルス感染症によ
り、数年、規模を縮小して開催し
ていた。作品数などを縮小前の
規模に戻し多くの児童・生徒の作
品を展示できるよう計画し、実施
する。

3,516 3,235 3,596 学務課

81

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
問
題
・
市
民
生
活
に
関

す
る
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

1-1 市民自治の推進 市民センタ
―まつり

地域コミュニティ拠点の市
民センタ―で、住民協議会に
よる市民センタ―まつりを
開催し、コミュニティ活動の
育成・活性化を目指す。

地域コミュニティ拠点の市民セ
ンタ―で、住民協議会による市
民センタ―まつりを開催し、コ
ミュニティ活動の育成・活性化
を目指す。

どなた
でも

11 28,937 補助 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

令和3年度は新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、ほぼすべてのまつり等を中止したが、4
年度は規模を縮小するなどの対策を取り、11館
/18館のセンターがセンターまつりや文化祭等
を実施した。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利

用
件
数
等

18センターま
つり等の参加
者、来場者の
合計が
27,000人

28,937 A 18センターまつ
り等の参加者、来
場者の合計が
47000人

取組の
継続

新型コロナウイルス感染症により
事業中止、または縮小が続いた
ため、令和5年度は感染状況を踏
まえ、できる限り従前のとおりの
開催する。

14,794 14,737 14,794 協働推進課

82

イ
ベ
ン
ト
等

趣
味
的
な
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

南大沢総
合センタ―
まつり・川
口やまゆり
館まつり

学習意欲の増進、市民（利用
者）同士の交流による地域
活性化

生涯学習センタ―を利用してい
る団体と協働して日頃の学習
の成果を発表する機会を設け、
市民の交流の場を提供すると
ともに、地域の活性化につなげ
る。

どなた
でも

2 1,900 市単独 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

川口やまゆり館まつり（11月）については、昨年
に続き感染対策を講じた上で開催し、18団体の
参加（作品展示）があった。
南大沢総合センタ―まつりについては3年ぶり
に開催し、21団体の参加があった。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用
件
数
等

10～20団体
の参加

合計39団体
の参加

A 30～40団体の
参加

取組の
継続

より多くの団体に日頃の学習成
果を発表する機会を提供してい
く。

0 0 0 学習支援課

83

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
問
題
・
市
民
生
活

に
関
す
る
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

1-1 学習成果の発表と学び
の広がり

八王子ま
つり

地域文化の創造と継承、市
民相互の連帯と融和、観光
都市八王子のイメ―ジの高
揚を図る。

地域文化の創造と継承、市民相
互の連帯と融和、観光都市八王
子のイメ―ジの高揚を図る。

― ― ― ― 全
面
中
止
・
延
期

― 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のた
め中止。

参
加
者
の
満
足
度

イベントを実施
する際は、基
本的な感染防
止対策を徹底
したうえで実
施する。

― 評
価
な
し

新型コロナウイル
スの感染拡大状
況を勘案し、コロ
ナ禍以前の通常
開催に近づける

ようにする。

改善・見
直しの
実施

新型コロナウイルスの影響により
4年ぶりの開催となるが、今後緩
和されつつあるコロナの動向を
注視しながら、通常開催を目指
す。

42,437 32,224 42,322 協働推進課
（学園都市
文化ふれあ
い財団・八
王子まつり
実行委員
会）

84

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
問
題
・
市
民
生

活
に
関
す
る
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

1-1 学習成果の発表と学び
の広がり

八王子い
ちょう祭り

有志市民によるまつりで、
地域の発展と自然と心のふ
れあう地域文化の社会的な
広がりを目指す。

有志市民によるまつりで、地域
の発展と自然と心のふれあう
地域文化の社会的な広がりを
目指す。

どなた
でも

1 210,000 補助 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を図り
ながら規模を縮小し開催。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

来場者数
200,000人

210,000 A 新型コロナウイル
スの感染拡大状
況を勘案し、コロ
ナ禍以前の通常
開催に近づける

ようにする。

改善・見
直しの
実施

緩和されつつある新型コロナウイ
ルスの動向を注視しながら、通常
開催を目指す。

5,364 6,000 6,000 協働推進課
（学園都市
文化ふれあ
い財団・い
ちょう祭り
祭典委員
会）
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A Ｂ C F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z

対象者 回　数 参加者数(人)等
実施
形態

コ
ロ
ナ
の

影
響

実施
方法

令和4年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和4年度目
標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和5年度目標値 方向性
令和5年度の

課題と方向（120字程度）
廃止・休止の場合はその理由

番
号

新
規

種
類

分
野

生涯学習プラ
ン具体的な施

策

令和5年度
担当課

(実施主体）

D E

未来デザイン2040
都市像・
基本施策

事業名 事業目的 事業内容

令和4年度　実績 令和4年度の目標および評価 令和5年度　目標設定
令和

4年度
予算

(千円)

令和
4年度
決算

(千円)

令和
5年度
予算

(千円)

85

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
問
題
・
市
民
生
活
に
関
す
る
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

1-1 学習成果の発表と学び
の広がり

フラワ―
フェスティ
バル由木

由木地域の活性化とコミュ
ニティづくりを図る。

由木地域の活性化とコミュニ
ティづくりを図る。

― ― ― ― 全
面
中
止
・
延
期

― 開催直前の7/27に新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止のため中止の旨を公式ホーム
ページ等で周知した。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用
件
数
等

イベントを実施
する際は、基
本的な感染防
止対策を徹底
したうえで実
施する。

― 評
価
な
し

新型コロナウイル
スの感染拡大状
況を勘案し、コロ
ナ禍以前の通常
開催に近づける

ようにする。

改善・見
直しの
実施

新型コロナウイルスの影響により
4年ぶりの開催となるが、国や都
のコロナへの対応状況を踏まえ、
対策を施したうえで開催を予定。

4,000 477 4,000 協働推進課
（学園都市
文化ふれあ
い財団・フ
ラワ―フェ
スティバル
祭典委員
会）

86

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

#N/A #N/A 八王子城
跡まつり

親子で楽しめるイベントを地
元や市民団体等とともに協
働して開催し、八王子市の
歴史に興味を持ち、郷土愛
の醸成を図る。

親子で楽しめるイベントを地元
や市民団体等とともに協働し
て開催し、八王子市の歴史に興
味を持ち、郷土愛の醸成を図
る。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用
件
数

等 ― 0

87

イ
ベ
ン
ト
等

家
庭
生
活

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

2-1 誰もが心豊かに暮らせ
る市民生活の推進

消費生活
フェスティ
バル

食・環境・暮らし・安全安心・
消費者被害対策などの消費
生活に関する啓発

消費者団体相互の交流を図る
とともに、消費者団体等と連携
して、消費生活に関する情報を
体験や遊びを通して消費者に
提供する。

どなた
でも

1 366 市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

昨年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の
観点から、WEB開催（2022/3/1～3/31の１
か月間）としたが、令和４年度は感染症対策に配
慮しつつ、会場開催とした。

事
業
の
再
構
築
・
充
実
・

拡
大
等

アンケートの
回答者の
90％以上が
高評価

アンケート回
答数241件の
うち234件
（約97%）が
満足と回答

A アンケートの回答
者の90％以上が
高評価

取組の
継続

【課題】
消費者団体及び来場者数の増
【方向】
消費者団体相互間の交流を図る
とともに、広報・HP・SNS等の情
報発信にも工夫を凝らし、消費生
活センターの認知度を高める。

91 83 86 消費生活セ
ンタ―

88

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
―

ツ

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

2-3 保健医療の充実 健康フェス
タ・食育
フェスタ

子どもから大人まで楽しみ
ながら、健康や食育につい
て学べる場と市民交流の場
を提供する。

例年、5月第3日曜日を「市民
健康の日」と定め、健康づくり
や食育について、子どもから大
人まで、楽しみながら、体験で
きる学びと市民交流の場を提
供する。

どなた
でも

1 7,698 実行委員
会

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

令和２年度、令和３年度は中止。令和４年度は規
模を縮小し感染予防策を講じて開催。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・

利
用
件
数
等

来場者アンケ
―トで「健康づ
くりのきっか
けとなった」と
回答する人の
割合　90％以
上

来場者アンケ
―トで「健康づ
くりのきっか
けとなった」と
回答する人の
割合88.7%

A 来場者アンケ―ト
で「健康づくりの
きっかけとなっ
た」と回答する人
の割合　90％以
上

取組の
継続

新型コロナウイルス感染症の感
染拡大前と同規模となるよう、協
賛企業等とも連携して実施する。

1,700 1,210 1,850 保健総務課

89

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
問
題
・
市
民
生
活

に
関
す
る
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

6-1 一人ひとりが考え、と
もに守る環境

八王子環
境フェス
ティバル

市民の環境に対する意識の
高揚と自発的な活動の促
進。

環境の保全についての関心と
理解を深め、環境保全活動への
参加意欲を高めることを目的
とし、日々の学習成果を発表す
る機会を設け、市民の自発的な
学習活動のきっかけづくりと、
学びを通じた交流の場を提供
する。

どなた
でも

1 延べ約
60,000人

実行委員
会

通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

６月５日に（JR八王子駅北口ユーロード・南口と
ちの木デッキで実施した。

そ
の
他

１回開催 1回開催 A 1回開催 改善・見
直しの
実施

６月４日に東京たま未来メッセに
て開催する。

700 700 700 環境政策課
（八王子環
境フェス
ティバル実
行委員会）

90

イ
ベ
ン
ト
等

青
少
年
育
成
・
体

験
活
動

020 日頃の
成果の
発揮と
学ぶ意
欲の醸
成

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

こども将棋
大会

日本の伝統文化である「将
棋」に親しみ、大会を通じて
コミュニケ―ションや礼儀作
法の修得など、子どもたち
の健全育成を図る。

日本の伝統文化である「将棋」
に親しみ、大会を通じてコミュ
ニケ―ションや礼儀作法の修得
など、子どもたちの健全育成を
図る。

子ども 1 79 委託 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

定員制限等の感染対策を講じた上で開催し、延
べ79名が参加した。(91名の応募があったが、
直前の欠席が多かった）
（参考：令和3年度は新型コロナウイルス感染症
の影響のため、未実施）

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 参加者80人
以上

79人 A 参加者100人以
上

取組の
継続

定員を昨年度よりも拡大して実
施する。

503 481 503 学習支援課

91

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
―

ツ

020 日頃の
成果の
発揮と
学ぶ意
欲の醸
成

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

市民スポ
―ツ大会

スポ―ツにおける市民の日
頃の練習の成果を発揮でき
る場を提供し、競技の普及、
競技力の向上を図る。

スポ―ツにおける市民の日頃
の練習の成果を発揮できる場
を提供し、競技の普及、競技力
の向上を図る。

どなた
でも

72 12,980 委託 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から5
競技を中止した。

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 17,000人 12,980人 B 17,000人 取組の
継続

新型コロナウイルス感染症対策を
行いながら、目標値に近づけるよ
う、引き続き開催に関する周知を
行う。

3,371 2,522 3,371 スポーツ振
興課

92

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
―

ツ

020 日頃の
成果の
発揮と
学ぶ意
欲の醸
成

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

市民レクリ
エ―ション
大会

市民が日頃のレクリエ―ショ
ン活動の成果を発揮する場
と、それらを観る機会を提
供し、市民の生涯学習活動
を支援する。

市民が日頃のレクリエ―ション
活動の成果を発揮する場と、そ
れらを観る機会を提供し、市民
の生涯学習活動を支援する。

どなた
でも

1 564 委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、4
年ぶりに実施した。

参
加
者
数
・
利

用
者
数
・
利
用

件
数
等

1,000人 564人 B 1,000人 取組の
継続

新型コロナウイルス感染症対策を
行いながら、目標値に近づけるよ
う、引き続き開催に関する周知を
行う。

743 743 743 スポーツ振
興課

93

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
―

ツ

020 日頃の
成果の
発揮と
学ぶ意
欲の醸
成

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

市民スポ
―ツレクリ
エ―ション
大会

スポ―ツ・レクリエ―ション
活動における市民の日頃の
練習の成果を発揮する場を
提供し、市民の生涯学習活
動を支援する。

スポ―ツ・レクリエ―ション活動
における市民の日頃の練習の
成果を発揮する場を提供し、市
民の生涯学習活動を支援する。

どなた
でも

67 2,267 委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、３
年ぶりに全大会種目を実施した。

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 3,000人 ２,２６７人 B 3,000人 取組の
継続

新型コロナウイルス感染症対策を
行いながら、目標値に近づけるよ
う、引き続き開催に関する周知を
行う。

503 503 503 スポーツ振
興課

八王子城跡まつり（令和3年度で事業廃止）八王子城跡まつり（令和3年度で事業廃止）八王子城跡まつり（令和3年度で事業廃止）八王子城跡まつり（令和3年度で事業廃止）
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A Ｂ C F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z

対象者 回　数 参加者数(人)等
実施
形態

コ
ロ
ナ
の

影
響

実施
方法

令和4年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和4年度目
標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和5年度目標値 方向性
令和5年度の

課題と方向（120字程度）
廃止・休止の場合はその理由

番
号

新
規

種
類

分
野

生涯学習プラ
ン具体的な施

策

令和5年度
担当課

(実施主体）

D E

未来デザイン2040
都市像・
基本施策

事業名 事業目的 事業内容

令和4年度　実績 令和4年度の目標および評価 令和5年度　目標設定
令和

4年度
予算

(千円)

令和
4年度
決算

(千円)

令和
5年度
予算

(千円)

94

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
―

ツ

020 日頃の
成果の
発揮と
学ぶ意
欲の醸
成

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

全関東八
王子夢街
道駅伝競
走大会

高齢者及び障害のある人を
対象とし、健康の増進、生き
がいの高揚、社会参加の促
進、参加者間の交流などを支
援する。

公道がコ―スとなる駅伝では
日本最大級の大会として、八王
子市の魅力を市内外へ発信し、
スポ―ツの振興と地域の活性
化を図る。

どなた
でも

1 1,652 実行委員
会

変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

コースの変更や閉会式等の縮小開催により、3
年ぶりに実施した、

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

2,000人 1,652人 B 2,000人 取組の
継続

参加者が安全に楽しく参加でき
るよう、関係者・関係団体と検討
を続けていく。

23,400 23,374 22,784 スポーツ振
興課

95

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

大学生等
が参画す
る生涯学
習センタ―
講座の実
施

市民の学習機会の一層の充
実を図る。

大学生等の知識や大学等の有
する設備を活用した講座を地
域の大学等と協働で実施し、市
民の学習機会の一層の充実を
図る。

若者 4 70 市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

東京工科大学との共催で「夏休みプログラミン
グ講座」を実施。学生に助手を依頼し、子どもた
ちにプログラミングを体験する機会を提供し
た。

参
加
者
の
満
足
度

満足度85%
以上

アンケートで
「大変満足」
「満足」と答え
た割合
90.6%

A 満足度85%以上 取組の
継続

引き続き大学生等が参画する講
座を実施し、市民の学習機会の
一層の充実を図っていく。

― ― ― 学習支援課

96

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
貢
献
活
動

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

ビッグウエ
スト学生
フェスティ
バル

学生同士及び学生と市民の
方々との交流を図る。

八王子市学園都市推進会議主
催で学生フェスティバル委員会
により開催し、学生同士や市民
の人たちとの交流を図る。

どなた
でも

1 学生
293

来場者
826

補助 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

お茶会は、初めての試みで学園都市センターの
セミナー室で開催した。お茶の器は紙製、お菓子
は個包装のものを使用し感染対策を講じながら
開催できた。

普
及
・
啓
発
等

開催規模の拡
大（参加団体
数の増）

参加団体数は
11から21団
体に増加

A 新規参加団体
1団体以上

取組の
継続

コロナ禍の影響で常連参加団体
のみの参加となっている。学園都
市八王子の更なる発展のために
は、新規参加団体の確保が課題
となる。

2,094 1,909 2,114 学園都市文
化課（ふれ
あい財団・
大学コンソ
―シアム八
王子）

97

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
貢
献
活
動

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

★学生天
国★

学生同士及び日頃学生と関
りが少ない市民の方々との
交流を図る。

大学コンソ―シアム八王子加盟
25大学等の学生で構成する学
生委員会により開催し、学生同
士や市民の人たちとの交流を
図る。

どなた
でも

1 来場者
6,500
参加団体
22団体

（ステージ
12
出店
10　）

共催 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

感染対策を講じながら、コロナ禍以前のイベント
規模で実施した。一部開会セレモニー等は出席
者を制限した。

普
及
・
啓
発
等

開催規模の拡
大（参加団体
数の増）

参加団体数
は、7から22
団体に増加

A 参加団体数の増
（22団体以上）

取組の
継続

コロナ禍の影響で過去に参加し
た多くの団体が外部発表等がで
きない状況にあった。多くの団体
で活動が再開されてきたことか
ら、参加団体の増加が期待でき
る。

2,588 2,568 2,588 学園都市文
化課（ふれ
あい財団・
大学コンソ
―シアム八
王子）

98
そ
の
他

社
会
問
題
・
市
民
生
活
に
関

す
る
も
の

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

学生企画
事業への
支援

大学コンソ―シアム八王子
加盟25大学等の学生が、八
王子地域を舞台にイベント
等を企画・運営・実施する際
に、支援する。

大学コンソ―シアム八王子加盟
25大学等の学生が、八王子地
域を舞台にイベント等を企画・
運営・実施する際に、支援する。

大学コ
ンソ―シ
アム八
王子に
加盟す
る大学
等に在
籍する５
名以上
の学生

1 ５大学等
８団体

補助 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

感染対策を講じながら、コロナ禍以前と同様の
報告会を実施した。久しぶりのポスターセッショ
ン一では学生同士、地域と連携を図った団体と
交流の時間を持て充実したセレモニー等は出席
者を制限し開催した。

事
業
の
再
構
築
・
充
実
・
拡

大
等

学生と地域社
会の協働事業
数
70％以上

100％
全事業で地域
の企業や組織
と協働し実施

A 前年度採択団体
以外からの応募
２件以上

取組の
継続

コロナ禍の影響で、多くのゼミ等
による学外活動が実施できず、こ
の２，３年応募団体に変化が見ら
れなかった。大学等への広報活動
を積極的に行うことで、新規応募
の増加を目指す。

1,741 1,149 1,794 学園都市文
化課（ふれ
あい財団・
大学コンソ
―シアム八
王子）

99

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

学生発表
会

大学コンソ―シアム八王子
加盟25大学等の学生が日
頃の研究成果を市民・企業・
市政などに向けて発表す
る。

大学コンソ―シアム八王子加盟
25大学等の学生が日頃の研究
成果を市民・企業・市政などに
向けて発表する。

大学コ
ンソーシ
アム八
王子の
加盟に
する大
学等の
学生

1 発表件数280
件

補助 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

来場者の入場制限を廃止したが、コロナ禍で実
施した学生による質問は、学生の学び学生間の
交流に効果がたことから、継続実施した。

事
業
の
再
構
築
・
充
実
・

拡
大
等

この数年参加
していない大
学等の参加を
促し、参加大
学等数を全加
盟大学等の
50％以上とす
る。

68％17/25
校

A ・発表件数の増
（R4年度：280
件）
・円滑に運営でき
る体制の構築

取組の
継続

昨年度の発表会では、発表件数
の増加に伴い、会場キャパシティ
が限界に達した。新規会場の確
保なっど、更なる発表件数の増加
に対応した運営体制を構築する
ことが必要である。

1,777 1,539 1,995 学園都市文
化課（ふれ
あい財団・
大学コンソ
―シアム八
王子）

100

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

八王子学
生ＣＭコン
テスト

学園都市八王子の特色を活
かし、学生ならではの視点
で八王子市の魅力を動画
CMにした作品を募集し、コ
ンテストを開催する。

学園都市八王子の特色を活か
し、学生ならではの視点で八王
子市の魅力を動画CMにした作
品を募集し、コンテストを開催
する。

学生（大
学院・大
学・短
大・高
専・専門
学校）

1 ４３作品
(加盟校

９校
非加盟校

４校)

補助 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

上映会・表彰式は、多く参加者や関係者の来場
が想定されたため、一般市民向けに同施設内限
定でZoom中継した。受賞作品は、テレビや街頭
ビジョンに加え、JR八王子駅「つながルーム」等
で放映機会を設け、八王子市の魅力と学生の取
組成果を広く発信した。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・

利
用
件
数
等

上映会・表彰
式の視聴者数
200名以上

80名（コロナ
禍の影響を考
慮し、参加人
数を抑制した
こと、オンライ
ン配信を廃止
したため、到
達しなかっ
た。）

B 応募する加盟校
数
10校以上

取組の
継続

受賞作品の上映機会の増加に加
え、その作品の作者が所属する
大学等の周知を組み合わせるこ
とにより、加盟校内における本コ
ンテストの価値を高めることを目
指す。

2,189 2,204 2,259 学園都市文
化課（ふれ
あい財団・
大学コンソ
―シアム八
王子）

101

イ
ベ
ン
ト
等

青
少
年
育
成
・
体
験
活

動

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

二十歳を
祝う会

大人としての責任の自覚を
促すとともに、新しく成人と
なった若者を祝い、励ます。

成人式の開催に当たって、大学
生等を中心とした実行委員会
を立ち上げて企画運営に参画
するとともに、高校生がボラン
ティアとして運営に参画するこ
とにより、式典を協力してつく
りあげる社会経験の場とする。

成年 3 3,557 共催 変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

令和4年度より従来の「成人式」から「二十歳を
祝う会」に変更して初めて実施。また、新型コロ
ナウイルス感染症の感染拡大防止のため、回数
を3回に分け、時間を40分に短縮し開催した。
会場開催にあわせ、市公式YouTubeチャンネ
ルにも式典動画を掲載し、来場者の参加の選択
肢を増やした。

参
加
者
の
満
足
度

感染症対策を
行い、多世代・
地域と協働し
て成人式を開
催し、新成人に
社会人として
の自覚を促
す。

感染症対策を
講じながら、
実行委員会と
ともに二十歳
を祝う会を開
催した。

A 多世代・地域と協
働して二十歳を
祝う会を開催し、
対象者に社会人
としての自覚を促
す。

取組の
継続

成年年齢の引き下げにより、「成
人式」に代わり新たに実施となっ
た「二十歳を祝う会」の定着を図
る。新しい生活様式を踏まえなが
ら式典を開催する。

3,245 2,568 3,068 学習支援課
（二十歳を
祝う会実行
委員会）

102

イ
ベ
ン
ト
等

趣
味
的
な
も
の

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

八王子市
内高等学
校吹奏楽
フェスティ
バル

音楽教育の振興と市民文化
の向上を図るとともに、市
内高等学校の演奏力の向上
をめざす。

市内高等学校吹奏楽フェスティ
バルを高校生による運営とす
ることで、青少年の音楽活動の
成果発表の場を確保するとと
もに、イベント開催に参画する
機会を提供する。

高校生 1 市内高校参加：
10校

共催 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

令和4年度は関係者のみの来場制限を設けず一
般入場を可としたたため、来場者数が増加した。
また、株式会社ジェイコムの協力により特別番組
の放映を行い、より多くの市民の関心を集める
ことができた。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

500名 3,000名 A 3,200名 取組の
継続

共催団体・協力団体と連携をとり
ながら、コロナ禍のより良い実施
方法の検討を行い、青少年の音
楽活動の成果発表の場を提供し
ていく。

458 438 459 学習支援課
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A Ｂ C F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z

対象者 回　数 参加者数(人)等
実施
形態

コ
ロ
ナ
の

影
響

実施
方法

令和4年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和4年度目
標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和5年度目標値 方向性
令和5年度の

課題と方向（120字程度）
廃止・休止の場合はその理由

番
号

新
規

種
類

分
野

生涯学習プラ
ン具体的な施

策

令和5年度
担当課

(実施主体）

D E

未来デザイン2040
都市像・
基本施策

事業名 事業目的 事業内容

令和4年度　実績 令和4年度の目標および評価 令和5年度　目標設定
令和

4年度
予算

(千円)

令和
4年度
決算

(千円)

令和
5年度
予算

(千円)

103

イ
ベ
ン
ト
等

青
少
年
育
成
・
体
験
活

動

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

3-1 全ての子どもが健やか
に育つ地域づくり

児童館・こ
どもシティ

イベントの企画準備運営の
主軸を中高生が行うこと
で、中高生に地域のイベント
プロデューサー的な体験を
与える。単に中高生の満足
のためだけではなく、地域
住民との交流・協力を図って
いく。また、小学生には就業
体験を与える。

子どもたちが、社会性や協調性
を育む機会に、学生と地域が参
加し、交流活動を行う。

子ども 6 1,832 市単独 変
更
し
て
実
施

対
面
実
施

昨年度は、新型コロナの感染拡大期と重なり、1
回も開催できなかったが、令和4年度は、密にな
らないよう配慮しながらも、開催することができ
た。

事
業
の
再
構
築
・
充

実
・
拡
大
等

1回開催 6回開催 A 6回開催 取組の
継続

令和5年度は、児童館が子ども・
子育てに関する課題に対し、新た
な体制を組み、新たな取組を開
始する年度となるため、本件につ
いては現在継続予定ではある
が、規模や実施方法について見
直す可能性がある。

951 716 771 青少年若者
課（児童館）

104

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

022 若者の
社会的
自立に
向け
た、学
びによ
る支援

3-1 全ての子どもが健やか
に育つ地域づくり

支援を必
要とする若
者の学び
直しの場の
提供

ひきこもりや働くことへの
不安などを抱える若者に対
する、学びの継続や学び直
しの機会を提供し、社会的
自立の支援を行う。

ひきこもりや働くことへの不安
などを抱える若者に対する、学
びの継続や学び直しに向けた
活動の場として、主に対人関係
に慣れるためのプログラム活動
を提供する。

若者 125 647 委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

コミュニケーション講座、フィットネス及び遊び
を通した対人訓練メニュー等
遊びを通した対人訓練メニューでは、大会を開
催したものもある。

プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
回

数 プログラム活
動９０回実施

125回 A プログラム活動
120回開催

取組の
継続

運営業者の強みを生かし、対人
面での改善が期待できる多様な
プログラムを継続して実施してい
く。利用者のニーズを反映したプ
ログラムを実施していく。

28,450 28,450 28,759 青少年若者
課

105
そ
の
他

社
会
貢
献
活
動

022 若者の
社会的
自立に
向け
た、学
びによ
る支援

3-1 全ての子どもが健やか
に育つ地域づくり

若者が参
加できる
ボランティ
ア活動の
充実

ひきこもりや働くことへの
不安などを抱える若者に対
する地域での活動機会を提
供し、社会的自立の支援を
行う。

地域貢献につながる活動メニュ
―を企画・立案し、若者が参加
できるボランティア活動を提供
する。また、地域のボランティア
活動の情報を広く提供する。

若者 23 127 委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

昨年度実施した薬王院清掃ボランティアに加
え、東町・浅川清掃ボランティア、地域アートボラ
ンティア及び農園整備ボランティアを実施した。

普
及
・
啓
発

地域での活動
5回

23回 A 地域での活動15
回

取組の
継続

地域の受け入れ先の開拓及び調
整など、地域と連携をし、継続し
て実施していく。

28,450 0 0 青少年若者
課

106

イ
ベ
ン
ト
等

趣
味
的
な
も
の

022 若者の
社会的
自立に
向け
た、学
びによ
る支援

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

クリエイト
ライブステ
―ジ

日ごろの音楽活動の成果発
表の場を提供するととも
に、出演者・来場者間の交流
を図る。

日ごろの音楽活動の成果発表
の場として、40歳以下の団体・
個人を対象にステ―ジを提供
するとともに、出演者・来場者
間の交流を図る。

若者 1 8組107名 市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

感染対策のため、演目の間に換気の時間を設け
開催した。8団体107名が出演し、323名が来
館した。
（10団体の応募があったが、2団体がキャンセル
となった。）
（令和3年度は10団体115名が出演し、222名
が来館した。）

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

10～15団体
の参加

8団体 A 10～15団体の
参加

取組の
継続

より多くの団体・個人に音楽活動
の成果発表の場を提供していく。

0 0 0 学習支援課

107

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

022 若者の
社会的
自立に
向け
た、学
びによ
る支援

2-1 誰もが心豊かに暮らせ
る市民生活の推進

若者の視
野が広が
る教育・普
及啓発

若者に学びの機会を提供す
る。

若者にとって生きるヒントが得
られるような学びの機会を充
実する。

若者 10 241 市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

「ストレスと上手に付き合おう～心と体のセルフ
ケア」他9講座を実施し、生きるヒントが得られ
るような学びの機会を提供した。　241名参加。

事
業
の
再
構
築
・
充

実
・
拡
大
等

10講座 10講座 A 10講座 取組の
継続

より多くの若者が参加し、生きる
ヒントが得らえるような内容の講
座を実施していく。

― ― ― 学習支援課
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A Ｂ C F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z

対象
者

回　数 参加者数(人)等
実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和4年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和4年度目
標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和5年度目標値 方向性
令和5年度の

課題と方向（120字程度）
廃止・休止の場合はその理由

NO 施策名 No 基本施策

108

講
座
・
教
室

趣
味
的
な
も
の

023 学びへ
の新た
な参加
を促す
取組

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

生涯学習
しえんねっ
と講座

生涯学習活動のきっかけづ
くり

学習支援委員が合同講座「しえ
んねっと講座」を開催すること
により、市民に生涯学習活動の
きっかけづくりの場を提供し、
新たな参加を促す。

どな
たで
も

― ― 共催 全
面
中
止
・
延

期 ― 新型コロナウイルス感染症の影響が続く中、「し
えんねっと講座」については令和4年度も未実
施となった。

参
加
者
の
満
足

度 合同講座の参
加者満足度
80％以上

― 評
価
な
し

合同講座の参加
者満足度80%以
上

取組の
継続

令和5年6月に3年ぶりに「しえ
んねっと講座」を開催する。開催
にあたっては一部オンライン受講
を可とするなど、より参加しやす
い講座となるよう工夫する。

― ー ー 学習支援課
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情
報
提
供
・
環
境
整
備

教
養
的
な
も
の

024 生涯学
習の相
談体制
の充実

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

生涯学習
相談

生涯学習活動のきっかけづ
くり及び支援

生涯学習情報を提供するほか、
サ―クル結成・運営などの学習
要望に対して助言する。

どな
たで
も

随時 ― 市単独 通
常
通
り
実
施

― 窓口及び電話にて生涯学習情報を提供した。 そ
の
他

相談体制の構
築

開館日の窓口
において随時
実施

A 相談体制の構築 取組の
継続

開館日において引き続き生涯学
習相談を実施していく。

0 0 0 学習支援課
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情
報
提
供
・
環
境
整
備

教
養
的
な
も
の

024 生涯学
習の相
談体制
の充実

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

学習支援
委員によ
る相談

生涯学習活動のきっかけづ
くり及び支援

青少年活動の応援、国際交流や
伝統文化の普及、家庭教育、サ
―クル・団体活動のサポ―ト
等、学習支援委員がそれぞれの
得意分野を活かして、生涯学習
活動に関する相談を受け、助言
や情報提供を行う。

どな
たで
も

随時 ― 市単独 変
更
し
て
実
施

ど
ち
ら
も
実
施

新型コロナウイルス感染症の影響が続く中、支
援委員の対面での活動は減少しているが、オン
ラインツ―ルを用いた会議・講座の開催等新た
な方法で学習支援を行った。

事
業
の
再
構
築
・
充
実
・

拡
大
等

学習相談の機
会を増やす

対面に加えて
オンライン
ツールも活用
し、様々な形
で市民の学習
活動を支援し
た。

A 学習相談の機会
を増やす

取組の
継続

学習支援委員と連携をとりなが
ら、市民に生涯学習の情報提供
の仕組み作りを引き続き行う。

― ー ー 学習支援課
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情
報
提
供
・
環
境
整
備

教
養
的
な
も
の

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

SNSによ
る生涯学
習講座・イ
ベント情報
の発信

生涯学習活動のきっかけづ
くり及び支援

講座・イベント・フリ―スペ―ス
の情報について、Facebook
とTwitterを通じて発信する。

どな
たで
も

随時 ― 市単独 通
常
通
り
実
施

― 講座やフリ―スペ―スの開催状況について随時
情報発信した。
（Twitterフォロワー数　1,106人）

そ
の
他

発信体制の構
築

講座やフリー
スペースの開
催状況を中心
に、情報発信
を行った。

A 発信体制の構築 取組の
継続

講座やフリ―スペ―スの開催状
況について随時情報を発信す
る。

0 0 0 学習支援課
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情
報
提
供
・
環
境

整
備

青
少
年
育
成
・
体

験
活
動

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

イベントカ
レンダ―に
よる情報
発信

小中学生向けのイベント等
の情報提供を分かりやすく
行うことで、学習活動の場
を広げる。

夏休み期間中に実施する小学
生向けの事業を集約した小冊
子「夏休みイベントカレンダ―」
など、学習情報を一元化して市
民に分かりやすく情報提供す
る。

子ど
も

1 発行部数：500部、
データ提供

市単独 通
常
通
り
実
施

― 市内児童に分かりやすく情報の提供ができた。 普
及
・
啓
発
等

分かりやすい
情報の提供

紙面にイラス
ト等を使用し、
分かりやすく
情報を提供で
きた。

A 分かりやすい情
報の提供

取組の
継続

市内児童に分かりやすく情報の
提供をし、体験機会の充実を図
る。

― ― ― 学習支援課

113

情
報
提
供
・
環
境
整
備

社
会
問
題
・
市
民
生
活
に
関
す

る
も
の

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

1-2 市民が納得できるサー
ビスの提供

広報「はち
おうじの教
育」の発行

教育委員会の推進施策等の
情報を発信し、市民の関心
を高め、地域・家庭の教育力
の向上と一層の市民協働を
推進する。

市の教育行政情報や学校、教育
施設の情報を提供し、市民に教
育施策を周知する。

どな
たで
も

― ― 市単独 ― ― 広報「はちおうじの教育」の発行に替わり「広報
はちおうじ」の特集記事として教育関連情報を
年２回発信した。

事
業
の
再
構
築
・
充
実
・
拡
大

等 ― ― 評
価
な
し

― 廃止・休
止

広報「はちおうじの教育」の発行
に替わり「広報はちおうじ」の特
集記事として教育関連情報を年
２回程度発信する。

0 0 0 教育総務課

114

情
報
提
供
・
環
境
整

備

社
会
貢
献
活
動

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

1-1 市民自治の推進 はちコミ
ねっと

市民活動の情報発信及び、
活動内容の周知のために実
施する。

市民活動に関する情報発信を
行う。

どな
たで
も

通年 288団体 委託 通
常
通
り
実
施

オ
ン
ラ
イ
ン
実
施

数年の準備期間を経て、11月にサイトをリ
ニューアルし、セキュリティを高めると共に、登録
団体が情報を発信しい環境を整備した。数カ月
にわたりすべての団体に登録更新の呼びかけを
行ったが、活動停止をしている団体もあり登録
団体数が大きく減ることを想定していたが、丁
寧な確認作業を行い移行後も288団体の登録
を維持できた。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

登録団体数
250団体

288 A 250 取組の
継続

令和５年度より要件の厳格化の
実施にあたり、宣誓書の提出を各
団体に義務付けるが、この回収
率等により登録数が減となるこ
とも考えられるが、サイトのＰＲを
積極的に行い新規登録団体の増
加を図る。

1,496 1,496 1,463 協働推進課
（市民活動支
援センタ―）
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情
報
提
供
・
環
境
整
備

教
養
的
な
も
の

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

1-1 市民自治の推進 市民センタ
―だよりの
発行

地域住民協議会が発行する
情報誌を活用し、身近な地
域情報を発信する。

地域住民協議会が発行する情
報誌を活用し、身近な地域情報
を発信する。

どな
たで
も

29 222,160 補助 変
更
し
て
実
施

― 令和3年度は新型コロナウイルス感染症拡大防
止対策による事業中止のため、センターだより
を発行できなかった住民協議会が複数あった
が、4年度は概ね計画通り発行することが出来
た。

事
業
の
再
構
築
・
充

実
・
拡
大
等

紙面の充実 各住民協議会
が内容を工夫
し、カラーを多
用した見やす
い紙面を作成
した

A 紙面の充実 取組の
継続

引き続き住民協議会による情報
収集など紙面の充実に努め、身
近な地域情報の発信を行う。

1,405 1,105 1,418 協働推進課

116

情
報
提
供
・
環
境
整
備

家
庭
生
活

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

2-1 誰もが心豊かに暮らせ
る市民生活の推進

消費生活
情報の提
供

消費者被害を未然に防止す
るため消費者被害に関する
注意喚起と消費生活に関す
る情報提供を行う。

消費生活ニュ―ス、くらしのレ
ポ―ト、広報消費生活特集号等
を発行し、消費生活に関わる情
報提供を行う。

どな
たで
も

①消費生
活ニュース

…12
②くらしの
レポート…

4
③広報特
集号…1

①6,580部

②2,000部

③287,385部

市単独 通
常
通
り
実
施

― 消費生活ニュース（毎月発行）、くらしのレポート
（5・7・12・3月発行）、広報特集号（9月1日号）
を作成して配布した。

普
及
・
啓
発
等

タイムリ―な情
報を関係団体
と共同で情報
提供する。

目標値どおり
に発行した。
また、消費生
活ニュースは
ホームページ
掲載やSNSに
より発信して
その効果を高
めた。

A タイムリーな情報
を関係団体と共
同で提供する

取組の
継続

【課題】
多くの市民に消費生活について
の情報を伝え、消費者被害防止
につなげるかや消費者市民を育
むための情報の提供をいかに行
うか。
【方向】
市内全戸へ戸別配布され、様々
な世代の方へ情報を提供できる
広報発行の効果は高いため、引
き続き発行していく。また、毎月・
季号で発行するニュース等は、タ
イムリーなテーマを選び注意喚起
等を行う。

887 835 1,004 消費生活セ
ンター

D E

番
号

新
規

種
類

分
野

生涯学習プラ
ン具体的な施

策

未来デザイン2040
都市像・
基本施策

事業名
令和5年度

担当課
(実施主体）

事業目的 事業内容

令和4年度　実績 令和4年度の目標および評価 令和5年度　目標設定 令和
4年度
予算

(千円)

令和
4年度
決算

(千円)

令和
5年度
予算

(千円)
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対象
者

回　数 参加者数(人)等
実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和4年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和4年度目
標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和5年度目標値 方向性
令和5年度の

課題と方向（120字程度）
廃止・休止の場合はその理由

D E

番
号

新
規

種
類

分
野

生涯学習プラ
ン具体的な施

策

未来デザイン2040
都市像・
基本施策

事業名
令和5年度

担当課
(実施主体）

事業目的 事業内容

令和4年度　実績 令和4年度の目標および評価 令和5年度　目標設定 令和
4年度
予算

(千円)

令和
4年度
決算

(千円)

令和
5年度
予算

(千円)

117

情
報
提
供
・
環
境

整
備

社
会
問
題
・
市
民

生
活
に
関
す
る
も

の

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

2-2 誰もが生きがいを持ち
安心できる地域づくり

外国人向
け情報誌
「Ginkgo」
の発行

外国人のニ―ズに合わせた
行政情報の提供の充実

外国人のニ―ズに合わせた行
政情報の提供の充実を目指し、
年6回、多言語で、外国人向け
情報誌を発行する。

外国
人

6 延12，672部 市単独 通
常
通
り
実
施

― 昨年度と同じ内容ばかりではなく、情報誌発行
時点でのタイムリーな情報の発信に努めた。

事
業
の
再
構
築
・

充
実
・
拡
大
等

掲載内容の充
実を図るた
め、記事の収
集に努める。

内容の充実に
努めた。

A 掲載内容の充実
を図るため、記事
の収集に努める。

取組の
継続

必要に応じて、発行言語の見直し
等を検討する。

491 160 491 多文化共生
推進課

118

情
報
提
供
・
環

境
整
備

社
会
問
題
・
市

民
生
活
に
関
す

る
も
の

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

2-1 誰もが心豊かに暮らせ
る市民生活の推進

男女共同
参画情報
紙「ぱれっ
と」の発行

男女共同参画に関する意識
啓発

男女共同参画に関する認識や
理解を深めるための情報を提
供する。

どな
たで
も

1 286,225部発行 市単独 通
常
通
り
実
施

― 「（仮称）八王子市男女共同参画社会の実現を目
指す条例」の条例制定の周知とパブリックコメン
トの実施について、掲載した。

普
及
・
啓
発
等

幅広い世代に
関心を持って
もらえる紙面
づくりを行う。

条例制定の周
知を行い、男
女共同参画に
関する関心・
理解を深め
た。

A 幅広い世代に関
心を持ってもらえ
る紙面づくりを行
う。

取組の
継続

「ぱれっと」により、男女共同参画
に関する認識や理解を深めるた
めの情報を提供する。

1,019 815 1,224 男女共同参
画課

119

情
報
提
供
・
環
境
整

備

教
養
的
な
も
の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

生涯学習
センタ―

生涯学習活動の支援 地域住民にとって身近な学習
拠点であるほか、交流の場、コ
ミュニティ形成の場として、学
習ニ―ズや地域の実情に応じ
た学習機会を提供する。

どな
たで
も

― 170,705 市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

部屋の適切な換気や手洗いの励行等感染対策
を講じた上で、講座やフリ―スペ―ス等の事業
を実施した。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

利用者数
135,000人
以上

170,705人 A 利用者数
180,000人以
上

取組の
継続

様々な形で市民に学習機会を提
供していく。

― ― ー 学習支援課

120

情
報
提
供
・
環
境
整
備

教
養
的
な
も
の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

学習室の
貸し出し

生涯学習活動の支援 団体・個人に学習室等を貸し出
し、市民の自発的な生涯学習活
動を支援する。

どな
たで
も

18,583 ― 市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

部屋の適切な換気や手洗いの励行等感染対策
を講じた上で、学習室等の貸出を行った。

参
加
者
数
・
利
用
者

数
・
利
用
件
数
等

利用件数
22,000件以
上

18,583件 B 利用件数
19,000件以上

取組の
継続

学習室等を貸し出し、市民の生涯
学習活動を支援していく。

― ― ー 学習支援課

121

情
報
提
供
・
環

境
整
備

教
養
的
な
も
の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

フリ―スペ
―ス

生涯学習活動の支援、施設
の有効活用

空き学習室を自習スペ―スと
して開放し、学生の自主的な学
習を支援するとともに、若い世
代の施設利用を促進する。

若者 3館合計
992日

25,498 市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

3館合計で992日実施し、延べ25,498名の利
用があった。（参考：R3は21,309名）

参
加
者
数
・
利

用
者
数
・
利
用

件
数
等

土・日・祝、平
日夜間、学校
長期休業期間
に実施

3館合計で
992日実施

A 土・日・祝、平日夜
間、学校長期休業
期間に実施

取組の
継続

引き続きフリ―スペ―スを実施
し、学生の自主的な学習を支援し
ていく。

0 0 0 学習支援課

122

情
報
提
供
・
環
境

整
備

教
養
的
な
も
の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

自習ス
ペースの
開放

自主的な学習を支援すると
ともに、図書館利用を促進
する。

中央図書館視聴覚ホールを未
使用時に自習スペ―スとして
開放する。

どな
たで
も

323日 13,982 市単独 通
常
通
り
実
施

― 新型コロナウイルス感染症対策の緩和として、席
数を通常時に戻した。

参
加
者
数
・
利
用

者
数
・
利
用
件
数

等 9,366人 13,982人 A 前年度（13,982
人）を上回る利用
者数

取組の
継続

数値には現れないが、学生から
社会人まで幅広い世代に利用さ
れている状況であることから、空
きスペースの有効利用として、引
き続き実施していく。

― － － 図書館課

123
そ
の
他

教
養
的
な
も
の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

地区図書
室の図書
館化

身近な読書環境を整備し、
市民が読書に親しむ基盤を
強固にする。

身近な読書環境の整備のため、
地区図書室を図書館として整
備する。

どな
たで
も

― ― 市単独 ― ― 市全体における図書館の施設適正化方針の中
で整理していく。

そ
の
他

― ― 評
価
な
し

各地区図書室の
聞き取り

取組の
継続

各地区図書室の運営状況の聞き
取りを行い、コロナ禍を経ての地
域や利用の現状を踏まえたうえ
で、市全体における図書館の施
設適正化方針の中で整理してい
く。

― ― ― 図書館課

124

情
報
提
供
・
環
境
整
備

教
養
的
な
も
の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

1-1 市民自治の推進 八王子駅
南口集い
の拠点整
備

学び・交流・防災の3つの機
能を備えたサードプレイスと
なる複合機能施設の整備

八王子医療刑務所跡地に整備
する公園、歴史・郷土ミュ―ジア
ム（新郷土資料館）とともに、学
習・交流機能を持つ交流スペ―
スや図書館機能を持つ憩いラ
イブラリを整備する。

― ― ― 市単独 ― ― PFI事業者公募、契約締結 そ
の
他

PFI事業者公
募準備中

PFI事業者契
約締結

A ― 取組の
継続

開館に向けてPFI事業者と協議 ― ― ― 集いの拠点
整備課

125
そ
の
他

社
会
問
題
・
市
民
生
活
に
関
す
る
も
の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

3-1 全ての子どもが健やか
に育つ地域づくり

若者の活
動拠点づく
り

若者が地域で生き生きと活
躍できる場を提供し、社会
的な自立に向けた支援を行
う。

既存施設にあり方の見直しに
より高校生や大学生などをは
じめとする若者の活動の場とし
ての機能を持たせるなど、生き
生きと活躍できる若者の拠点
づくりを進める。

若者 通年
（247日）

のべ1,573人 委託 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

若者総合相談センターにおいて、利用者が次の
一歩を踏み出す準備段階としてのフリースペー
スを提供した。
新型コロナウイルス感染症の影響で昨年よりも
利用者数が減少した。

そ
の
他

既存施設のあ
り方の見直し
を図り、若者
の活動の場の
提供を検討す
る。

若者総合相談
センターで
サードプレイ
スを継続的に
実施した。

B 若者総合相談セ
ンターが企画する
地域でのプログ
ラム活動を充実さ
せる。

取組の
継続

若者総合相談センターが企画す
る地域でのプログラム活動を充
実させる。

28,450 0 0 青少年若者
課
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A Ｂ C F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z

対象
者

回　数 参加者数(人)等
実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

実施
方法

令和4年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和4年度目
標値

目標値に
対する
実績値

評
価

令和5年度目標値 方向性
令和5年度の

課題と方向（120字程度）
廃止・休止の場合はその理由

D E

番
号

新
規

種
類

分
野

生涯学習プラ
ン具体的な施

策

未来デザイン2040
都市像・
基本施策

事業名
令和5年度

担当課
(実施主体）

事業目的 事業内容

令和4年度　実績 令和4年度の目標および評価 令和5年度　目標設定 令和
4年度
予算

(千円)

令和
4年度
決算

(千円)

令和
5年度
予算

(千円)

126
そ
の
他

社
会
問
題
・
市
民
生
活
に
関
す
る
も
の

027 誰もが
生涯学
習へ参
加しや
すい環
境づく
り

2-1 誰もが心豊かに暮らせ
る市民生活の推進

施設内の
サイン計画
改善

障害があることの社会的障
壁の排除

言語や障害に左右されず、施設
内を不自由なく使用できるよ
うに表示を改善する。

どな
たで
も

― ― 市単独 通
常
通
り
実
施

― 障害のある人もない人も共に安心して暮らせる
八王子づくり条例の周知啓発をチラシ等で行っ
た。

そ
の
他

庁内関連施設
だけでなく、八
王子にある民
間企業へも周
知啓発を進め
る

庁内関連施設
328か所へ1
部ずつ配布

B 庁内関連施設だ
けでなく、八王子
にある民間企業
へも周知啓発を
進める

取組の
継続

障害のある人もない人も共に安心して暮
らせる八王子づくり条例の周知啓発をチ
ラシ等で続けていく。

― ― ― 障害者福祉
課

127

情
報
提
供
・
環
境
整
備

社
会
問
題
・
市
民
生
活
に
関
す

る
も
の

027 誰もが
生涯学
習へ参
加しや
すい環
境づく
り

2-1 誰もが心豊かに暮らせ
る市民生活の推進

学習支援
のための
託児

子育て中の市民等の学習支
援を行うことで、特に女性の
社会参画の促進を図る。

子育て中の市民等の学習支援
として、満1歳～未就学児の託
児サ―ビスを提供し、特に女性
の社会参画の促進を図る。

どな
たで
も

125回 利用保護者
147人

市単独 通
常
通
り
実
施

対
面
実
施

新型コロナウイルス感染症の感染予防に留意し
つつ、対面形式で開催した。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用

件
数
等

利用保護者
230人

利用保護者
147名

B 利用保護者
147名

取組の
継続

市民等のニーズを踏まえ、より学
習機会が確保できるようなサー
ビスを提供するため手法を検討
し反映していく。

7,043 3,435 3,527 男女共同参
画課

128
そ
の
他

社
会
問
題
・
市
民
生
活
に
関
す
る
も
の

027 誰もが
生涯学
習へ参
加しや
すい環
境づく
り

2-1 誰もが心豊かに暮らせ
る市民生活の推進

障害者の
参加を促
す環境整
備

障害のある方の社会的弱者
としての配慮

障害者が講座等への参加に必
要な介助者や手話通訳者の受
講料を無料とするほか、車いす
使用者用の机や拡大資料を提
供し、障害者が参加しやすい環
境を整備する。

どな
たで
も

― ― 市単独 通
常
通
り
実
施

― 障害のある人もない人も共に安心して暮らせる八
王子づくり条例の周知啓発をチラシ等で行った。

そ
の
他

庁内関連施設
だけでなく、八
王子にある民
間企業へも周
知啓発を進め
る

庁内関連施設
328か所へ1
部ずつ配布

B 庁内関連施設だ
けでなく、八王子
にある民間企業
へも周知啓発を
進める

取組の
継続

障害のある人もない人も共に安心
して暮らせる八王子づくり条例の
周知啓発をチラシ等で続けてい
く。

― ― ― 障害者福祉
課

129
そ
の
他

情
報
端
末
・
イ
ン
タ
―

ネ
ッ
ト
に
関

す
る
も
の

028 ICTを
活用し
た生涯
学習機
会の充
実

3-3 学びを活かせる生涯学
習の推進

ICTの活
用

電子書籍の拡充やホーム
ページの充実等、非来館型
サービスの充実により「いつ
でも、どこでも、だれでも」
読書に親しめる環境づくり
や、本市のDX施策の推進を
目指す。

図書館における、電子書籍の拡
充、ホ―ムペ―ジ等による情報
発信の充実を図る。

どな
たで
も

― 【電子書籍貸出数（令
和5年3月時点）】

35,518回　【タイト
ル数（令和5年3月時

点）】16,261点

市単独 通
常
通
り
実
施

オ
ン
ラ
イ
ン
実
施

電子書籍やナクソスミュージックライブラリ等既
存のサービスに加え、電子申請を用いたオンラ
インリクエストサービスを９月から実施し、非来
館型サービスの充実・DX施策の推進に努めた。

参
加
者
数
・
利
用
者
数
・
利
用
件
数

等 前年度を上回
る利用状況
（貸出数
48,956回、
タイトル数
16,053点）

【電子書籍貸
出数】35，

518回

【タイトル数】
16，261点

B 【電子書籍貸出
数】35,518回

【タイトル数】
16，261点

取組の
継続

市内小中学・義務教育学校の児
童・生徒に向け、新たにGIGAス
クール端末での電子書籍貸出
サービスを開始する。

6,628 5,038 6,934 図書館課
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